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中

世

の

l駅

制

新

城

常

平
家
討
伐
直
後
、
文
治
元
年
十
一
月
二
十
八
日
、
源
頼
朝
は
北
条
時
政
を
京
都
に
派
し
、
諸
国
平
均
に
守
護
地
頭
を
補
任
し
、
権
門
勢
家
荘

国
公
領
を
論
ぜ
ず
、
兵
根
米
の
徴
課
ぞ
朝
廷
に
請
わ
し
め
、
翌
二
十
九
日
勅
許
を
得
た
。
（
吾
妻
鏡
文
治
一
冗
・
十
一
・
二
十
八
、
同
二
十
九
）

こ
れ
が

即
ち
守
護
地
頭
制
度
の
創
始
で
、
幕
府
は
こ
こ
に
荘
園
を
支
配
し
、
幕
府
基
礎
の
確
立
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
彼
は
同
日
、
別
に

鎌
倉
に
於
て
次
の
如
き
重
要
な
交
通
政
策
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

今
日
一
一
品
被
定
駅
路
之
法
、

依
此
間
重
事
、

上
洛
御
使
雑
色
等
、

伊
豆
・
駿
河
以
西
迄
子
近
江
国
、

不
論
権
門
庄
々
、
取
伝
馬
可
騎
用

之
。
旦
於
到
来
所
可
沙
汰
其
根
之
由
云
々

と
。
即
ち
鎌
倉
よ
り
上
洛
の
使
者
等
の
為
に
、
馬
及
び
糧
食
等
の
供
給
を
路
次
の
荘
園
に
徴
課
し
た
。

か
く
の
如
く
幕
府
が
創
業
の
当
初
、
京
都
・
鎌
倉
聞
の
駅
制
実
施
の
計
画
に
著
手
し
た
こ
と
は
、

一
応
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ζ

の
事
実

は
、
京
都
・
鎌
倉
間
を
結
ぶ
駅
制
が
、
幕
府
に
よ
り
如
何
に
重
視
き
れ
て
い
る
か
を
物
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
古
代
の
駅
制
が
、
大
化
改

新
の
詔
に
始
ま
り
、
降
っ
て
戦
国
時
代
の
駅
制
が
、
大
名
の
領
土
拡
張
と
共
に
直
ち
に
設
け
ら
れ
、
近
世
駅
制
が
、
慶
長
五
年
関
ケ
原
後
間
も

な
い
慶
長
六
年
正
月
に
発
足
し
て
い
る
如
く
、
日
本
の
駅
制
は
、
常
に
政
治
権
力
の
一
定
段
階
へ
の
成
長
な
い
し
領
内
支
配
の
実
現
と
同
時
に

実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
駅
制
は
政
治
権
力
の
領
内
支
配
る
貫
徹
す
る
為
の
必
須
の
交
通
制
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
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中

朴

い

の

駅

制

（
新
城
）

七。

し
か
し
乍
、
鎌
倉
幕
府
が
そ
の
発
足
の
頭
初
に
於
て
発
布
し
た
駅
路
の
法
は
、
実
は
、
古
代
、
戦
園
、
近
世
の
駅
制
の
如
き
典
型
的
な
駅
制

と
は
や
や
そ
の
質
を
異
に
レ
て
い
る
。

期
ち
、

一
定
距
離
毎
に
設
け
ら
れ
た
宿
駅
に
、

一
定
の
人
馬
を
常
備
し
、

一
定
の
手
続
の
下
に
逓
送
す
る
の
が
典
型
的
な
駅
制
で
あ
る
が
、

鎌
倉
幕
府
の
そ
れ
は
、
た

r東
海
道
を
通
行
す
る
使
節
に
、
必
要
に
際
し
て
、
伝
馬
と
そ
の
糧
食
ぞ
沿
道
の
荘
園
に
徴
す
る
と
い
う
に
す
ぎ
な

〉
〉
，
－
。

カ
て
み
J

そ
れ
ば
未
だ
幕
府
創
業
忽
憾
の
際
、
駅
制
実
施
道
路
、
刑
ら
駅
路
リ
東
海
道
に
、
か
か
る
伝
馬
逓
送
の
基
地
と
制
度
と
を
打
ち
立
て
る
誌
に

至
ら
な
か
っ
た
為
の
、

便
宜
的
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
の
規
定
は
、

こ
れ
だ
け
で
は
極
め
て
漠
然
た
る
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
伊
豆
・
近
江
間
心
権
門
荘
々
の
地
域
的
範
囲
が
明
ら
か
で
な
い
。
文
面
よ
り
し
て
、
そ
れ
が
無
限
定
的
に
、
ん
ゆ
る
権
門
庄
々
を
指

す
も
の
で
な
く
、
東
海
道
沿
線
の
荘
々
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
し
か
も
そ
の
具
体
的
範
囲
が
明
瞭
で
な
い
。
上
浴
の
御
使
、
雑
色
等
が
東

海
道
通
行
中
、
伝
馬
を
必
要
と
す
る
際
、
間
近
の
荘
園
よ
り
徴
せ
よ
と
い
う
位
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

更
に
問
題
は
伝
馬
の
負
担
が
、
権
門
荘
闘
で
あ
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
午
、
当
時
か
か
る
幕
府
の
意
図
は
容
易
に
実
現
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

中
世
に
入
り
、
地
頭
ぞ
介
し
て
、
荘
園
と
幕
府
権
力
と
が
接
触
す
る
が
、
兵
槙
米
段
別
三
升
が
幕
府
に
対
す
る
荘
園
側
の
唯
一
の
合
法
的
負

担
で
あ
る
。
幕
府
は
、

こ
の
時
点
に
於
て
、

ζ

の
兵
組
米
一
ニ
升
以
外
に
、
伝
馬
謀
役
の
負
担
ぞ
荘
園
に
徴
課
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

伝
馬
役
は
、
異
担
米
三
升
心
如
く
全
国
一
一
律
的
な
負
担
で
な
く
、
十
東
海
道
沿
繰
の
一
部
特
定
荘
園
の
徴
課
犯
す
ぎ
な
い
が
、
鎌
定
初
頭
兵
組
米

と
相
並
ん
で
、
幕
府
の
荘
園
攻
勢
の
一
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
乍
、
伝
馬
の
荘
園
負
担
を
根
底
と
す
る
こ
の
駅
路
の
法
の
発
足
に
は
、
荘
園
支
配
の
重
要
な
樺
粁
ぞ
な
す
守
護
・
地
頭
制
度
と
く
に

地
頭
制
度
の
実
施
が
前
提
と
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
地
頭
設
置
間
も
な
く
、
院
宮
・
権
門
の
猛
烈
な
反
対
に
遭
遇
し
、
翌
こ
年
に
は
つ
い
に
、
荘
園
に
対
す
る
兵
根
米
の
加
徴
吾
停
止



し
、
地
頭
を
平
宗
没
官
領
及
び
謀
叛
人
の
跡
に
の
み
置
く
こ
と
と
な
り
、
幕
府
は
権
門
側
の
攻
勢
に
屈
し
、
地
頭
制
度
は
著
る
し
く
後
退
せ
ゴ

る
を
得
な
か
っ
た
。
か
か
る
情
勢
下
に
於
て
、
東
海
道
沿
線
の
荘
園
の
み
が
、

ひ
と
り
伝
馬
や
糧
食
の
提
供
に
応
じ
、
幕
府
の
駅
路
の
法
に
協

力
し
た
と
は
到
民
考
え
ら
れ
な
い
。
と
の
負
担
を
荘
園
が
拒
ぷ
け
し
た
こ
と
は
、
当
然
で
め
ろ
ろ
。

幕
府
初
頭
、
荘
園
が
、

こ
れ
ら
の
伝
馬
ぞ
負
担
し
た
実
例
は
全
く
求
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
幕
府
頭
初
の
目
算
は
、
大
き
く
狂
い
、
駅
制
の

実
現
は
殆
ど
画
餅
に
帰
す
る
に
亙
っ
た
。

荘
園
か
ら
の
伝
馬
、
糧
食
の
供
出
が
絶
望
視
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
京
、
鎌
倉
聞
の
交
通
、
聯
絡
の
円
滑
化
に
そ
ご
み
』
来
た
す
と
す
れ
ば
、

こ

れ
に
代
る
手
段
を
講
ぜ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
荘
園
に
代
る
伝
馬
の
負
担
者
は
、
恐
ら
ぐ
東
海
道
泊
旅
宇
佐
本
貫
と
す
る
幕
府
の
寧
事
的
基
盤
H
御
家

人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
駅
路
の
法
発
布
の
頭
初
よ
り
荘
園
と
相
並
ん
で
御
家
人
が
参
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
荘
園
の
離
反
に
よ

り
、
専
ら
御
家
人
が
乙
れ
を
担
当
す
る
に
主
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
つ

鎌
倉
初
期
の
幕
府
関
係
者
の
交
通
に
、
馬
及
び
人
夫
で
あ
る
送
夫
、
疋
夫
等
の
供
給
者
が
、
殆
ど
御
家
人
に
限
定
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
推
測

を
助
け
る
。

文
治
元
年
九
月
、
鎌
倉
南
御
堂
勝
長
寿
院
供
養
遵
師
本
覚
院
僧
正
公
顕
の
京
都
よ
り
の
下
向
に
際
し
て
、
宿
次
雑
事
以
下
ぞ
御
家
人

に
宛
倍
し
た
の
至
初
め
（
一
泊
一
叫
ん
叫
崎
）
、
津
久
＝
手
及
び
四
年
に
は
鎌
倉
、
水
戸
市
寺
供
主
の
僧
侶
、
（
－
一
一
噴
醐
畑
町
九
一
．
一
h
叶
一
一
一
．
）
承
元
三
年
十
月
、
権

僧
正
某
の
帰
洛
の
外
に
、
吾
妻
鏡
に
は
か
か
る
例
は
数
多
く
、
（
噌
一
M
d
h計
一
．
一
ト
叶
一
国
…
鳩
ー
出
い
）
建
暦
元
年
十
一
月

J

小
川
法
印
忠
快
の
上
洛
に

民
部
一
ポ
一
康
俊
を
奉
行
と
し
て
御
烏
な
ら
じ
に
駅
路
整
一
干
を
遣
わ
さ
れ
た
と
あ
る
の
を
（
4
1市
羽
市
古
）
最
後
に
、

即
ち
、

こ
の
種
の
記
事
は
タ
吾
妻
鏡
、

か
ら
全
く
跡
を
絶
つ
の
で
あ
る
。

し
か
ち
、

こ
れ
ら
の
課
授
の
内
容
が
大
体
逓
男
役
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
例
え
ば
文
治
一
五
年
本
覚
院
公
顕
に
宿
次
雑
事
と
ゐ
る
を
始
め

と
し
、
建
久
三
年
、
同
僧
の
永
福
寺
供
養
導
師
と
し
て
の
下
向
に
備
え
て
、

タ
吾
妻
鏡
。
十
一
月
二
日
条
に
は

中

世

の

駅

制

（
新
城
）

七



中

世

の

駅

制

（
新
城
〉

七

今
日
有
沙
汰
海
道
駅
家
吏

国
々
被
差
定
奉
行
、

と
あ
り
、
更
に
建
久
四
年
永
福
寺
供
養
導
削
真
円
の
下
向
に
際
し
て
、
海
道
駅
家
雑
事
選
夫
等
を
御
家
人
が
支
配
す
る
よ
う
、
雑
色
を
遣
し
て

こ
れ
を
伝
達
せ
し
め
た
の
も
そ
の
明
ら
か
な
例
で
あ
る
o

（
回
一
惜
増
設
）
ζ

れ
ら
導
師
ら
の
下
向
等
の
場
合
の
御
家
人
の
負
担
を
以
て
、
そ

の
ま
ま
文
治
元
年
の
駅
路
の
法
に
規
定
さ
れ
た
日
常
的
な
上
洛
の
御
使
雑
色
の
場
合
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
乍
ら
、
荘
園
に
期
待
し
難
い
現
状
よ
り
推
し
て
、
当
時
、
鎌
企
・
京
都
間
の
幕
府
通
信
・
交
通
へ
の
、
沿
道
の
協
力
の
主
体
が
、
沿

道
の
御
家
人
ま
た
は
幕
府
親
近
者
で
あ
ろ
こ
と
は
否
定
し
難
い
雫
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
御
家
人
の
領
主
化
が
、
未
だ
崩
芽
的
な
当
時
に
あ
っ

も
の
で
あ
ろ
う
。

て
、
か
か
る
負
担
を
御
家
人
が
関
係
荘
園
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、

そ
れ
は
多
分
に
御
家
人
自
体
の
供
出
に
よ
る

レ
か
し
交
通
の
円
滑
、
迅
速
化
に
は
、
か
く
の
如
き
臨
時
的
措
置
よ
り
一
歩
進
み
、
道
路
の
一
定
間
備
に
伝
馬
・
人
夫
を
常
備
し
、
そ
の
必

E
買
を
直
ち
に
満
た
し
仰
げ
る
如
き
交
通
制
度
、
則
ち
典
型
的
な
駅
制
の
実
現
が
希
ま
し
い
。
我
々
は
か
か
る
希
望
を
幕
府
口
身
心
側
か
ら
聴
く
こ
と

が
出
米
る
の
で
あ
る
。
即
ち
文
暦
二
年
七
月
執
権
・
連
署
に
よ
っ
て
六
世
羅
に
下
さ
れ
た
宿
々
早
馬
に
関
す
る
左
の
如
、
糸
口
下
知
状
が
あ
る
c

右
巡
役
当
番
之
輩
、
宿
所
遼
遠
之
時
、
急
事
御
使
、
遥
行
向
其
所
加
催
之
問
、
依
歴
時
刻
不
慮
違
到
、
自
今
以
後
尤
可
儲
置
宿
中
也
。

（
新
一
蹴
追
加
）

即
ら
、
急
ぎ
の
使
者
が
馬
を
必
要
と
す
る
と
き
、
馬
の
負
担
者
が
遠
隔
な
れ
ば
、
遅
延
の
虞
れ
ゐ
る
た
め
に
馬
を
市
中
に
常
備
せ
よ
と
い
う

の
で
め
る
。
か
く
の
如
く
、

と
く
に
逓
汚
の
迅
速
化
に
は
一
定
間
隔
に

る
馬
の
常
備
が
杭
汁
必
要
祝
さ
れ
る
の
で
J

の
っ
て
、

こ
れ
こ
そ
は

古
代
・
戦
国
・
近
世
に
共
通
す
る
典
型
的
な
駅
制
の
姿
体
に
外
な
ら
な
い
。

幕
府
は
駅
制
の
設
置
頭
初
に
於
て
、
既
に
こ
の
必
要
を
痛
感
し
な
が
ら
、
、
応
急
の
措
置
と
し
て
、

と
り
あ
え
ず
便
宜
的
に
荘
園
や
御
家
人
を

も
っ
て
こ
れ
を
負
担
さ
せ
、

や
が
て
御
家
人
が
、
専
ら
こ
れ
を
担
当
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
な
が
ら
、

ぞ
れ
と
共
に
幕
府
は
一



方
典
型
的
な
駅
制
の
実
現
を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
幕
府
に
よ
る
宿
、
駅
家
等
の
建
設
に
よ
っ
て
、
表
現
さ
れ
て
い
る
。

へ
し
ゅ
く
ぜ

J

と
は
平
安
末
期
以
来
、
主
と
し
て
東
海
道
に
発
達
し
た
家
落
の
名
で
、
当
時
の
交
通
発
達
の
刺
戟
に
よ
っ
て
生
れ
た
旅
宿
業
者
を
中
核
と

す
る
交
通
来
落
で
あ
る
。
こ
の
宿
は
幕
府
創
立
当
時
、
東
海
道
に
既
に
若
干
見
ら
れ
た
が
、
幕
府
は
駅
制
の
基
地
を
楽
落
に
置
く
こ
と
を
便
宜

と
し
、
既
存
の
宿
を
こ
れ
に
充
当
す
る
と
共
に
、
更
に
必
要
な
地
点
に
新
宿
を
建
設
し
て
駅
制
の
基
地
と
し
、
駅
制
の
完
成
に
努
め
た
の
で
あ

る。

（
－
一
一
明
論
付
請
）
同
五
年
十
月
に
は
手
越
平

太
家
綱
の
戦
功
を
賞
し
て
駿
河
麻
利
子
を
与
え
、
浪
人
を
招
致
し
て
駅
家
を
建
立
せ
し
め
て
い
る
o

（
百
一
明
柑
唯
一
以
）
そ
の
後
も
東
海
道
の
宿
の

。
吾
妻
鏡
ク
建
久
五
年
十
一
月
八
日
の
条
に
は
、
新
宿
加
増
の
問
、
重
ね
て
此
儀
に
及
ぶ
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ

文
治
三
年
三
月
美
濃
守
護
大
内
惟
義
の
申
状
に
よ
り
美
濃
に
新
宿
を
設
置
し
た
の
を
初
め
と
し
、

新
設
は
進
行
し
、

の
後
十
七
年
、
建
暦
元
年
六
月
二
十
六
日
に
は
グ
吾
妻
鏡
d

に

海
道
可
建
立
新
宿
事
、
度
々
躍
有
其
沙
汰
、
未
令
遵
行
之
由
依
有
其
問
、
今
日
重
被
仰
守
護
地
頭
等
云
々

と
あ
る
。
則
ち
幕
府
の
意
図
の
如
く
、
必
ら
ず
し
も
宿
の
建
設
は
順
調
に
進
展
せ
ず
、
守
護
等
を
督
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
後
五
日

妻
鏡
少
に
は
新
宿
建
設
に
関
す
る
記
録
は
全
く
跡
を
絶
つ
に
至
っ
て
い
る
か
ら
、
間
も
な
く
宿
の
建
設
は
一
段
落
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

宿
は
元
来
旅
宿
を
中
心
と
し
た
緊
落
の
名
称
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
の
宿
建
設
の
目
的
の
中
に
は
、
幕
府
関
係
者
の
宿
泊
所
の
整
備
も
含
ま
れ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
幕
府
の
宿
建
設
は
使
・
飛
脚
の
宿
所
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
駅
制
の
基
地
建
設
が
主
眼
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
先
の
。
吾
妻
鏡
。
建
久
五
年
十
一
月
八
日
の
条
は
次
の
如
く
、
既
に
こ
れ
よ
り
先
、
宿
駅
に
逓
送
用
の
馬
と
、

そ
の
口
取
り
ま
た
は
物

資
輸
送
の
、
人
聞
の
一
定
量
が
常
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

早
馬
上
下
向
並
御
物
疋
夫
等
、
被
支
配
海
道
駅
々
、
大
宿
分
八
人
、
小
宿
分
二
人
一
五
々
、
是
日
者
雄
被
沙
汰
置
之
、

新
宿
加
増
之
間
重
及

此
儀
云
々
、

中

世

の

駅

制
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建
久
五
年
以
前
に
、
早
馬
及
び
御
物
疋
夫
ら
宿
毎
に
大
宿
分
八
人
、
小
宿
分
二
人
宛
が
常
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
宿
が
大
、
小

の
二
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
共
に
八
人
、
二
人
と
い
う
人
数
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

υ

こ
れ
に
依
れ
ば
御
物
疋
犬

の
み
で
馬
の
設
備
を
欠
い
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
布
令
の
文
中
に
早
馬
と
あ
る
こ
と
、
更
に
そ
れ
よ
り
も
こ
の
布
令
全
体
の
見
出
し
が

早
民
事
と
あ
る
点
よ
り
推
し
て
、
当
時
早
馬
H
H
馬
が
宿
々
に
常
備
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
八
人
、
二
人
と
い

う
人
数
が
、
人
と
共
に
そ
れ
に
見
合
う
局
数
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
弘
長
一
五
年
の
布
令
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
宿
に
大
宿
、
小
宿
の
医
刷
は
な
く
、

あ
る
。
へ
吾
妻
鏡
弘
長
一
瓦
年
J

戸
二
月
二
十
五
日
＼

こ
の
様
に
、
幕
府
は
文
治
元
年
、
駅
路
の
法
発
布
以
後
、
馬
の
逓
送
基
地
と
し
て
の
宿
を
建
設
し
、
そ
こ
に
一
定
の
人
馬
を
常
備
し
つ
つ
あ
っ

一
律
に
宿
毎
に
二
疋
の
馬
が
常
備
さ
れ
て
い
た
の
で

た
。
し
た
が
っ
て
新
宿
の
増
加
は
駅
制
完
成
へ
の
接
近
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
建
暦
以
後
、
新
宿
建
設
の
記
録
な
く
、
宿
が
一

応
整
備
レ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
じ
く
駅
制
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
と
推
定
会
れ
る
。
し
か
る
に
こ
の
推
測
の
妥
当
性
は
、
他
の
回

か
ら
も
有
力
に
支
持
さ
れ
る
。

即
ち
前
述
の
如
く
、
当
代
の
初
期
に
於
て
導
師
な
ど
幕
府
関
係
者
の
東
海
道
行
旅
に
当
り
、
馬
、
人
夫
、
食
糧
な
ど
の
供
給
方
法
が
常
に
異

り一
F

口
応
化
さ
れ
ず
、
随
時
守
護
地
一
店
に
命
じ
て
古
引
を
計
わ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
路
次
の
供
給
制
度
が
確
立
せ
す
、
駅
制
の
成
立
以
前
た

る
ζ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
る
に
路
次
の
供
給
を
御
家
人
に
そ
の
都
度
指
令
し
た
の
は
、
建
府
一
万
年
、
小
川
法
印
忠
快
の
上
洛
に
民
部
丞
康
俊
吾
奉
行
と
し
て
御
馬

並
に
駅
雑
草
を
遣
、
わ
さ
れ
た
と
（
時
一
法
相
唯
一
一
冗
）
あ
る
の
が
最
後
で
あ
っ
て
、
爾
後
か
か
る
記
事
は
全
く
検
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
後
、

間
も
な
く
以
制
が
完
備
し
、
人
馬
が
一
政
の
手
形
日
文
書
に
基
っ
き
自
動
的
に
調
達
さ
れ
、
幕
府
か
ら
特
に
そ
の
都
度
一
一
指
令
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
為
と
信
じ
ら
れ
る
。
私
は
先
に
、
建
暦
元
年
ぞ
最
後
に
、
新
宿
建
設
の
記
録
の
棋
如
に
よ
っ
て
‘

こ
の
後
間
も
な
く
駅
制
は
完
成



し
た
も
の
と
推
測
し
た
が
、
あ
た
か
も
こ
の
前
後
を
境
と
し
て
、
人
馬
の
供
給
方
法
に
重
大
な
変
化
の
現
出
す
る
の
は
、

乙
の
推
定
の
可
能
性

を
補
強
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

文
治
元
年
よ
り
建
暦
元
年
以
後
数
年
ま
で
、
則
ち
間
以
路
心
法
発
布
よ
り
駅
制
の
完
了
ま
で
、
か
く
し
て
実
に
ニ
十
余
年
の
長
年
月
を
閲
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
駅
制
の
基
地

1
宿
駅
建
設
の
担
叶
者
は
、
御
家
人
た
る
守
護
、
地
頭
等
で
あ
り
、
直
接
に
は
、
東
梅

道
が
貫
ぬ
く
近
江
・
美
濃
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
相
模
な
ど
の
御
家
人
が
、
こ
れ
が
関
係
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
幕
府
と
彼
等

と
の
封
建
的
主
従
関
係
が
極
め
て
緊
密
な
る
も
の
あ
れ
ば
、
駅
制
も
順
調
か
つ
迅
速
に
完
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
る
に
ク
吾
妻
鏡
。
建
暦
一
冗
年
六
月
二
十
六
日
の
条
に
先
掲
の
如
く
次
の
文
を
見
る
。

海
道
可
建
立
新
宿
事
、
度
々
雄
有
其
沙
汰
、
未
令
遅
行
之
由
、
依
有
其
問
、
今
日
重
被
仰
守
護
地
頭
等
云
々

乙
の
遵
行
せ
、
ざ
る
も
の
が
、
守
護
・
地
頭
で
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
下
層
の
も
の
か
は
明
確
で
な
い

Q

し
か
し
な
が
ら
兎
に
角
こ
の
文
言
か

ら
し
て
守
護
等
の
宿
駅
建
設
の
責
任
者
と
し
て
の
怠
慢
は
免
れ
ず
、
幕
府
が
期
待
す
る
如
き
彼
等
の
十
全
な
協
力
を
得
ら
れ
ず
、

そ
れ
が
宿
駅

建
設
の
進
展
を
妨
げ
て
い
た
こ
と
は
、
推
測
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
幕
府
の
守
護
・
地
頭
ら
へ
の
統
制
力
の
脆
弱
性
を
表
現
し
た
も

の
で
あ
ろ
w

フ。

総
じ
て
鎌
倉
幕
府
開
幕
よ
り
承
久
変
ま
で
の
一
二
十
年
は
、
封
建
制
度
発
展
史
上
、
き
わ
め
て
未
成
熟
な
初
期
の
段
階
に
属
し
、
政
治
史
的
に
は

幕
府
政
権
の
弱
体
と
不
安
定
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
が
（
北
一
盟
十
一
時
ー
…
時
議
）
、
東
海
道
駅
制
完
成
二
十
年
の
記
録
こ
そ
、
幕
府
初
期
に
於
け
る
政

治
権
力
の
限
界
の
一
反
映
と
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
体
、
鎌
倉
幕
府
の
駅
制
の
桜
橋
・
運
営
方
法
等
は
、
古
代
駅
制
に
比
す
れ
ば
著
る
し
く
そ
の
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。
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六

使
節
・
飛
脚
は
、
そ
の
大
半
が
幕
府
、
六
波
羅
探
轄
の
双
方
か
ら
発
澄
さ
れ
る
が
、
夫
々
の
内
部
に
駅
制
を
専
掌
す
る
機
関
が
設
置
き
れ
て

い
た
か
ど
う
か
は
明
瞭
で
な
い
。
恐
ら
く
否
定
的
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
駅
制
の
発
動
を
要
請
す
る
文
書
則
ち
過
書
の
発
布
者
が
一
定
し

τい
な

い
こ
と
で
あ
る
。

駅
制
以
前
に
於
て
は
、
幕
府
は
交
通
者
へ
の
馬
・
人
夫
・
粒
食
な
ど
の
供
給
奇
必
要
に
応
じ
御
家
人
に
徴
し
た
が
、
駅
制
成
立
後
は
そ
の
供

給
は
あ
る
一
定
の
手
続
に
よ
っ
て
自
動
的
に
行
な
わ
れ
た
。
即
ち
上
代
の
駅
鈴
、
戦
国
時
代
及
び
近
世
の
手
形
と
類
似
し
た
も
の
が
幕
府
か
ら

下
付
さ
れ
た
こ
と
は
疑
な
い
が
、
ぞ
れ
は
当
時
過
書
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
元
弘
三
年
足
利
尊
民
は
、
東
海
道
の
宿
々
に
禁
制
を
下

し
、
過
言
を
持
た
ぬ
も
の
の
早
応
乗
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
、
宿
々
に
早
馬
の
継
立
て
を
命
ず
る
文
書
日
手
形
を
過
書
と
称
し
て

い
た
こ
と
を
一
店
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

（
前
田
家
文
書
）

過
書
は
古
代
の
過
所
に
由
来
し
、
中
世
で
は
一
般
に
関
税
の
免
除
状
、
ま
た
は
関
所
通
過
証
を
指
す
が
、
伝
馬
継
立
の
手
形
が
同
じ
く
過
書

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
の
中
に
関
所
に
関
す
る
文
面
が
識
り
込
ま
れ
で
い
る
為
か
も
知
れ
な
い
。

乙
の
手
形
の
現
存
す
る
も
の
管
見
の
及
ぶ
処
、
幕
府
方
の
も
の
、
六
波
羅
方
の
も
の
、
各
々
一
通
づ
つ
に
す
ぎ
な
い
。
均
一
万
二
年
、
国
分
太

郎
左
衛
門
な
る
も
の
の
関
東
下
向
に
対
し
、
六
波
羅
探
題
北
条
童
時
は
近
江
鏡
宿
以
下
の
宿
々
に
送
土
人
三
人
づ
つ
を
賦
課
し
て
お
り
（
誠
一
噌
旧
）
、

ま
た
文
永
三
年
大
神
宮
逗
一
宮
に
際
し
、
幕
府
は
献
上
の
絹
輸
送
に
、
東
海
道
及
び
伊
勢
路
の
宿
々
に
、
各
々
送
夫
四
人
を
出
さ
し
め
て
い
る
が

（
文
永
三
年
御
遷
宵
沙
汰
交
）
、
こ
の
二
通
の
手
形
に
は
共
に
書
店
に
、
関
税
免
除
（
耐
恥
肌
関
）
が
附
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
過
書
の
名
に
十
分
値

す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
寛
喜
こ
年
十
月
、
幕
府
ま
執
権
・
連
暑
の
連
署
状
へ
悶
東
御
教
書
な
い
〕
こ
よ
っ
て
、
さ
し
こ
る
高
曽
で
は
な
い
が
、
仏
法
帰
依

l

r

L

関
東
下
知
状
」

t

T

f

の
士
山
に
よ
り
、
武
蔵
長
尾
苛
伯
侶
の
上
洛
に
過
書
ぞ
給
し
た
（
1
4一
沼
鳩
）
と
あ
る
過
書
も
、
ま
た
文
面
よ
り
推
し
て
単
な
る
閣
所
湿
地
な
ど
の

消
極
的
な
恩
恵
で
は
な
く
、
よ
り
積
板
的
な
択
制
上
の
便
宜
の
提
供
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



こ
の
過
童
日
の
発
給
者
は
京
都
で
は
六
被
羅
探
題
で
ゐ
る
。
と
れ
に
対
し
て
鎌
倉
側
で
は
寛
吾
の
噴
、
執
権
・
連
署
の
両
者
で
あ
る
が
、
そ
の

後
先
掲
。
文
永
＝
一
年
御
遷
宮
沙
汰
文
”
に
収
め
ら
れ
た
過
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

関
東
御
訪
絹
事

太
神
宮
へ
御
物
を
所
被
奉
送
也
、
海
井
伊
勢
ら
の
す
く
／
＼
、
を
く
り
ふ
県
人
、
夜
宿
直
山
越
兵
士
、
無
僻
怠
可
致
沙
汰
、
兼
叉
関
、
渡

わ
づ
ら
ひ
な
く
可
令
勘
過
之
状
、
依
仰
下
知
如
件

文
永
三
年
八
月
廿
五
臼
‘

左

衛

門

尉

藤

原

在

判

原
文
を
仮
名
交
う
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
文
書
そ
の
ち
の
は
疑
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
発
給
者
を
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
出

来
な
い
憾
み
が
あ
る
。
し
か
し
共
に
、
東
海
道
駅
制
上
の
過
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
幕
府
側
で
は
、

こ
の
間
過
書
の
形
式
を
呉
・
に
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
雨
後
ζ

の
“
文
永
三
年
御
遷
宮
沙
汰
文
ク
の
一
過
書
に
統
一
さ
れ
、
か
っ
こ
の
両
人
ば
過
書
発
給
の
専
当
者
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
明
瞭
で
な
い
が
、

こ
の
後
文
永
役
前
後
に
、
幕
府
に
過
害
発
給
心
専
当
奉
行
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、

ほ
ぽ
事
実
で
あ
る
。

建
治
三
年
十
二
月
十
九
日
、
幕
府
は
、
北
条
時
村
ぞ
六
波
羅
北
方
探
題
と
し
て
上
洛
さ
せ
た
時
に
、
彼
に
。
六
波
羅
政
務
条
々
か
ぞ
申
し
含

め
た
o

（
諸
山
コ
一
）
こ
れ
ば
当
時
の
ム
ハ
波
羅
政
庁
の
機
構
伊
）
示
す
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
一
条
に
、
一
、
宿
次
過
書
事
、
下
野
前
司
奉
行

と
あ
る
、
宿
次
と
は
逓
送
を
意
味
し
、
過
書
と
は
そ
の
手
形
で
あ
る
か
ら
、
十
野
前
司
は
過
警
を
発
給
し
、
駅
制
を
専
掌
す
る
奉
行
と
看
倣
さ

れ
る
。
し
か
る
に
六
波
羅
政
庁
の
職
制
は
、
幕
府
の
そ
れ
に
由
る
処
多
く
、
か
ワ
幕
府
職
制
の
分
化
は
、
六
被
羅
政
庁
よ
り
著
し
い
点
よ
り
考

慮
し
て
、
か
か
る
択
制
専
任
奉
行
は
、
当
然
ま
た
幕
府
内
部
に
も
、
当
時
存
在
し
た
も
の
と
君
倣
さ
れ
よ
う
。

六
波
山
花
に
川
氏
げ
る
宿
次
過
去
日
奉
行
の
設
置
年
代
が
こ
の
建
治
三
年
か
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
か
は
典
拠
の
タ
建
泊
三
年
記
が
か
ら
は
明
瞭
で
な

ぃ
。
し
か
し
寛
元
二
年
に
は
、
採
題
の
直
書
に
よ
っ
て
先
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
後
で
あ
ろ
う
、
文
永
十
一
年
、
蒙
古
軍
襲
来
は
、
通
信
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業
務
の
一
段
た
る
緊
要
化
を
侭
し
、
そ
の
結
果
、
後
述
の
如
く
、
山
陽
道
に
早
田
町
制
度
の
設
置
を
見
る
に
至
っ
た
。
恐
ら
く
六
波
羅
に
於
け
る

宿
次
過
書
奉
行
の
設
置
も
、
理
泊
三
年
な
い
し
、
ぞ
れ
を
遡
る
こ
と
余
り
遠
く
な
い
時
期
、
則
ち
文
永
役
以
後
、
建
治
三
年
迄
の
数
年
の
間
で
は

あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
兎
も
角
こ
の
収
制
専
任
奉
行
の
設
置
は
、
駅
制
発
展
の
一
指
標
と
し
て
兎
視
さ
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

更
に
宿
駅
に
常
備
さ
れ
た
も
の
は
人
と
応
で
、
人
は
通
常
送
夫
又
は
御
物
送
夫
と
一
記
さ
れ
、
馬
は
早
応
と
記
載
さ
れ
て
い
る
へ
吾
妻
鏡
弘
長
元
）

て
二
・
二
十
六
＼

送
夫
H
御
物
送
夫
は
、
既
に
建
久
以
前
よ
り
大
宿
分
八
人
、
小
宿
分
二
人
の
規
定
が
あ
る
が
、
（
噌
ヰ
宮
市
唯
一
以
五
）
そ
の
後
の
常
伯
数
必
明
ら
か

で
な
い
。
そ
れ
は
公
用
物
資
の
運
搬
夫
で
あ
り
、
人
が
物
資
輸
送
の
為
に
馬
と
別
個
に
備
え
ら
れ
た
の
は
、
古
代
駅
制
に
全
く
見
る
処
の
な
い

新
し
い
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
使
用
例
は
、
前
述
の
如
く
寛
元
二
年
七
月
国
分
某
、
文
永
三
年
八
月
太
神
宮
遷
宮
用
の
絹
輸
送
の
例
が
あ

る
。
し
か
し
乍
、
駅
制
上
の
根
幹
的
交
通
用
具
が
人
よ
り
馬
に
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ
の
馬
は
前
述
の
如
く
通
常
早
庄
内
と
称
呼
さ

れ
て
い
る
。
当
時
急
便
を
早
馬
と
い
い
、

そ
の
急
使
の
乗
用
す
る
寓
も
、
ま
た
早
馬
と
称
さ
れ
て
い
る
。

。
吾
妻
鏡
ク
弘
長
元
年
二
月
廿
六
日

の
条
に

早
馬
事

有
変
急
之
時
為
聞
達
也

と
あ
る
の
は
、
前
者
の
意
味
号
明
白
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
宿
駅
常
備
の
馬
H
H
早
馬
の
数
に
就
い
て
は
既
述
し
た
が
、
ま
づ
。
吾
妻
錆
。
建
久
一
九
年
十
一
月
八
日
条
の
次
の
記
事
が
留
意
さ
れ
る
。

早
馬
上
下
向
並
御
物
疋
失
等
、
被
支
配
掘
道
駅
々
、
大
宿
分
八
人
、
小
宿
分
二
人
云
々
、
是
日
者
雄
被
沙
汰
置
之
、
新
宿
加
増
之
問
、
重

及
比
儀
一
式
々

文
中
大
宿
分
八
人
、

小
宿
分
二
人
と
あ
り
、
御
物
疋
夫
日
送
夫
の
み
の
員
数
を
定
め
た
も
の
の
様
で
あ
る
が
、

冒
頭
に
早
馬
上
下
向
と
あ

り
、
そ
れ
に
見
合
う
一
定
数
の
早
馬
H
馬
が
常
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
後
、
弘
長
の
頃
、
各
宿



二
疋
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
移
動
に
就
て
は
徴
証
が
な
い
。

宿
常
備
の
馬
が
専
ら
早
馬
と
呼
称
会
れ
て
い
る
点
よ
り
し
て
、
主
と
し
て
急
使
に
宛
て
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
と
し
て
も
、
単
に
そ
れ
だ
け
に

限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
治
元
年
十
一
月
廿
八
日
の
駅
路
の
法
は
、
幕
府
駅
制
の
出
発
点
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
文
脈
よ
り
推
し
て
急

使
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に
鎌
倉
初
期
、
僧
侶
等
の
東
海
道
往
還
に
、
沿
道
御
家
人
を
し
て
馬
・
人
夫
等
の
駅
家
役
を
負
担
せ
し

め
て
い
る
が
、
駅
制
完
成
後
に
か
か
る
記
事
は
タ
吾
妻
鏡
。
か
ら
全
く
姿
を
消
し
て
い
る
。
恐
ら
く
か
か
る
便
宜
は
駅
制
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

ζ

こ
に
駅
制
と
急
使
以
外
の
公
用
交
通
者
と
の
関
聯
を
偲
ば
す
も
の
が
あ
る
。
前
述
寛
喜
元
年
十
月
幕
府
が
、
さ
し
た
る

高
僧
で
は
な
い
が
、
仏
法
帰
依
の
志
に
よ
り
武
蔵
長
尾
寺
僧
侶
の
上
格
に
過
雪
伊
、
給
し
た
（
昭
一
璃
規
一
回
一
五
）
の
は
、

た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
実
例
の
一
つ
で
あ
ろ

』
F

円
ノ
。

一
定
公
用
行
旅
者
に
も
開
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
眼
が
急
使
の
利
用
に
あ
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
早
馬
の
使
用
を
急
使
に
限
定
す
る
規
定
は
往
々
散
見
す
る
処
で
あ
り
、
へ
吾
妻
鏡
弘
長
一
冗
一
年
）
し
か
も
古
代
以
来
の
駅
馬
・

／
二
月
二
十
六
日
外
」

伝
馬
の
名
を
棄
て
、
新
た
に
極
め
て
直
観
的
な
表
現
で
あ
る
早
馬
な
る
語
葉
ぞ
通
じ
用
い
た
点
、
古
代
駅
制
以
上
に
、
通
信
の
迅
速
性
が
、
中

こ
の
よ
う
に
、
当
時
駅
制
上
の
馬
は
、
急
使
以
外
に
も
、

世
駅
制
の
焦
点
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

必
要
地
点
相
互
の
通
信
の
迅
速
化
、

こ
れ
こ
そ
政
治
権
力
の
領
内
支
配
、
政
権
維
持
の
為
の
絶
対
的
要
請
で
あ
り
、

こ
の
目
的
達
成
の
た
め

の
交
通
制
度
こ
そ
、
駅
制
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

註

（
一
〕
か
つ
て
佐
藤
進
一
氏
の
教
示
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
世
駅
制
は
全
く
幕
府
存
立
の
為
の
交
通
制
度
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
経
営
は
幕
府
の
公
営
に
よ
る
か
、
或
い
は
、
幕
府
勢
力
の
直
接
基
盤

中

祉

の

駅

制

（
新
城
）

七
九



中

世

の

駅

制

（
新
域
〉

八
0 

で
あ
る
御
家
人
の
負
担
に
俣
つ
べ
き
か
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
が
二
股
施
策
、
制
度
同
様
、

こ
れ
を
御
家
人
の
封
建
的
勤
務
の
一
っ
と
規
定
す
る

と
と
に
よ
り
、
幕
府
は
い
わ
ば
手
を
濡
ら
さ
、
ず
し
て
、
京
都
な
い
し
博
多
と
の
迅
速
な
交
通
巻
実
現
し
、
幕
府
存
続
の
為
に
役
立
て
待
た
の
で

ムのゆ
hv

。
幕
府
は
創
業
の
当
初
、
東
海
道
に
於
け
る
荘
園
の
負
担
に
よ
る
駅
路
の
法
ぞ
企
図
し
た
が
、
荘
園
の
抵
抗
と
地
頭
制
の
後
退
に
伴
い
、
実
現

困
難
と
な
り
、
沿
道
御
家
人
が
、
五
軸
と
な
っ
て
負
担
を
継
承
し
た
。
こ
れ
と
並
行
的
に
幕
府
は
、
駅
家
H
宿
に
一
定
の
逓
送
用
の
人
馬
吾
常
備

す
る
典
型
的
な
駅
制
を
準
備
し
、
一
一
十
数
年
後
の
一
建
暦
後
間
も
な
く
完
成
し
た
が
、
こ
れ
が
運
営
、
負
担
の
責
任
も
第
一
義
的
に
は
、
駅
制
完

成
以
前
同
様
、
幕
府
の
直
接
的
基
盤
で
あ
る
御
家
人
の
一
に
か
か
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
そ
の
若
干
の
実
例
を
掲
げ
よ
う
。

幕
末
、
嘉
暦
二
年
九
月
三
日
、
紀
伊
歓
喜
寺
領
岡
田
和
佐
庄
内
下
村
雑
掌
道
覚
と
同
下
司
沙
弥
智
性
と
の
問
の
、
年
貢
並
に
下
地
以
下
所
務

に
関
す
る
和
与
状
の
中
に
、
次
の
如
き
注
意
す
べ
き
一
節
が
見
出
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
大
呑
並
所
々
整
呂
田
流
人
官
食
早
打
雑
事
以
下
、
於
武
家
役
者
、
一
向
為
下
司
役
全
不
可

則
ち
大
番
以
下
早
打
雑
事
は
、
本
来
武
家
役
で
あ
る
か
ら
全
く
下
司
の
負
担
で
あ
っ
て
、
鋲
家
に
懸
け
る
べ
か
ら
ざ
る
性
質
の
も
の
だ
と
い

奉
懸
領
家
御
方

（
歓
喜
寺
文
書
二
）

う
の
で
あ
る
。
と
の
文
脈
か
ら
し
て
早
打
雑
事
が
武
家
役
と
し
て
目
白
な
既
定
の
事
実
と
し
て
抗
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
大
帝
役

が
御
家
人
の
重
要
勤
務
で
あ
る
こ
と
、

下
司
智
性
口
身
が
ま
た
御
家
人
で
あ
る
こ
と
と
（
同
文
書
）
相
倹
っ
て
、

武
家
役
が
御
家
人
役
を
指
す

も
の
で
め
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
す
な
わ
ち
早
打
雑
事
は
御
家
人
役
で
あ
る
の
で
め
る
。

こ
れ
は
後
出
の
関
東
鎮
丙
早
打
役
（
吋
舗
寺
）
等
と
共
に
、
早
馬
役
と
同
義
語
で
あ
る
と

と
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
早
馬
を
提
供
す
る
役
、
早
馬
の
飼
料
等
を
負
相
す
る
役
で
め
ろ
う
。
た
だ
和
佐
庄
が
紀
伊
紀
ノ
川
の
南
岸
に
当
り
、

で
は
早
打
雑
事
と
は
如
何
な
る
課
役
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
和
歌
山
市
東
北
数
里
の
地
に
あ
る
為
、
束
』
湿
坦
や
山
陽
道
の
早
馬
そ
負
担
し
た
と
も
思
わ
れ
ず
、
こ
の
早
打
雑
事
の
内
容
が
明
ら
か
で
な

ぃ
。
従
っ
て
ζ

れ
を
以
て
、
駅
制
上
の
円
十
馬
役
と
同
一
の
も
の
と
速
断
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
が
、

し
か
し
駅
制
上
の
早
馬
役
の
負
担
の
武
家



役
H
H
御
家
人
役
、
な
る
点
を
類
推
さ
す
、
か
な
り
有
力
な
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う

Q

更
に
こ
れ
に
類
し
た
も
の
が
、
や
や
後
の
例
で
あ
る
が
周
防
国
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
周
防
の
“
阿
弥
陀
寺
文
書
チ

八
月
二
十
八
日
、
阿
弥
柁
寺
堺
に
閲
す
る
周
防
国
雑
掌
定
尊
L

｝
地
頭
代
平
茂
子
と

ω和
与
状
で
あ
る
c

中
に

次
h
y

寸
馬
以
下
武
役
事
、
一
向
一
昨
為
地
頭
沙
汰
也

3

一
所
収
、
暦
応
四
年

と
あ
り
、
早
馬
は
ζ

こ
で
も
武
役
で
あ
り
、
従
っ
て
一
向
地
頭
の
沙
汰
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、

乙
れ
は
必
ら
ず
し
も
暦
応
四
年
と

い
う
時
点
に
於
る
早
馬
の
現
実
的
負
担
を
意
味
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ら
こ
れ
を
遡
っ
て
鎌
倉
時
代
の
負
担
の
慣
羽
田
を
示
じ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

阿
弥
陀
寺
が
山
陽
道
の
近
辺
に
位
置
す
る
点
か
ら
し
て
、
本
課
役
が
後
述
す
る
如
、
き
京
都
H
博
多
間
の
早
馬
制
度
の
一
環
を
な
す
も
の
と
解

さ
れ
よ
う
。
こ
れ
玄
わ
い
早
馬
役
が
武
役
と
し
て
地
国
・
御
家
人
の
封
建
的
勤
務
で
ゐ
る
こ
と
を
物
語
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
実
例
と
し

て
は
、
吏
に
九
州
に
飛
ん
で
筑
前
宗
像
社
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

正
和
二
年
正
月
九
日
宗
像
社
前
大
官
司
民
権
の
十
一
二
条
に
一
日
一
る
ク
事
書
条
々
チ
は
い
わ
ぽ
社
家
法
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
め
る
が
、
そ
こ
に

は
、
こ
こ
で
見
脱
し
難
い
次
の
二
の
条
文
が
ゐ
る
。

関
東
御
使
以
下
雑
事
課
役
等
事

右
、
守
公
文
所
配
令
之
旨
、
無
緩
怠
之
儀
、
可
致
沙
汰
、
若
於
令
難
渋
之
輩
者
、
殊
可
行
重
科
也
君

早
馬
事

右
、
任
守
文
、
無
鰻
怠
之
儀
、
可
致
沙
汰
、
若
於
令
違
犯
之
輩
者
、
守
右
状
之
旨
同
可
行
其
相
官
也
君
。

共
に
大
宮
可
が
社
領
農
民
に
賦
課
す
る
課
役
で
あ
る
。
前
条
の
一
関
東
御
使
以
下
雑
事
課
役
等
事
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
像

社
家
が
所
用
あ
っ
て
関
東
へ
使
者
を
送
る
場
合
、

そ
の
使
者
役
を
指
す
の
で
め
ろ
う
か
。
一
台
、
恐
ら
く
九
州
を
上
下
す
る
関
東
の
使
者
に
対
す

中

世

の

駅

制
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八

る
接
待
役
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
関
東
御
使
と
い
う
敬
称
に
、
よ
り
そ
う
解
釈
す
る
の
が
、
自
然
な
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

次
の
一
早
馬
事
も
、
先
の
紀
伊
歓
喜
寺
、

周
防
阿
弥
陀
寺
の
場
合
同
様
、

関
東
な
い
し
京
都
と
博
多
聞
の
幕
府
の
飛
脚
（
早
馬
〉
に
対
し
、

逓
送
の
馬
す
な
わ
ち
早
馬
の
提
供
を
意
味
す
る
で
あ
う
ヮ
。
宗
像
社
大
宮
司
は
、
幕
府
御
家
人
で
め
る
外
、
当
社
は
北
条
民
得
宗
飢
で
あ
り
、
め

た
か
も
こ
の
正
和
前
後
は
、
…
鎌
倉
時
代
主
義
去
最
も
強
カ
な
記
下
に
あ
る
時
代
で
あ
勺
に
υ

（
車
問
、
一
「
盟
関
話
芯
ユ
培
地
）

こ
の
早
馬
役
を
御
家
人
の
封
建
的
勤
務
と
し
て
負
担
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
点
か
ら
し
て
、
宗
像
社
も
ま
た
、

更
に
宗
像
社
が
周
防
阿
弥
陀
寺
同
様
、
博
多
街
道
に
近
接
し
て
い
る
点
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
古
代
駅
制

ω大
宰
府
へ
の
通
路
は
遠

賀
郡
島
門
駅
か
ら
、
津
日
駅
、
席
打
駅
と
続
く
が
、
津
日
駅
は
現
在
の
玄
海
町
大
字
仰
の
芹
日
浦
附
近
と
解
さ
れ
、
席
r
刊
駅
は
、
現
在
福
岡
県
粕
壁
郡

に
そ
の
地
予
伊
｝
残
し
て
い
る
、
こ
の
津
日
駅
と
府
内
駅
と
の
中
間
に
宗
像
社
あ
り
、
宗
像
祉
附
近
を
経
由
し
た
こ
と
間
違
な
い
。
（
一
日
一
諸
問
）

レ
か
る
に
そ
の
後
本
街
道
芸
り
、
天
正
頃
に
は
柏
木
・
赤
問
主
び
、
博
多
に
リ
足
し
て
い
る
、
（
諸
軒
同
匙
訴
出
）
鎌
倉
時
代

こ
の
一
向
者
の
何
れ
に
は
崎
す
る
は
明
ら
か
で
な
い
。
か
り
に
後
者
と
し
て
も
赤
同
は
宗
像
と
も
呼
ば
れ
、
宗
像
社
前
赤
間
荘
内

の
博
多
街
道
が
、

で
あ
り
、
か
つ
距
牒
的
に
も
宗
像
社
に
近
い
、
伐
伐
の
荘
回
闘
で
も
街
道
に
比
較
的
近
い
荘
園
が
、
早
馬
を
負
担
し
て
い
る
。
御
家
人
に
も
逓
送
の

便
宜
か
ら
し
て
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
紀
伊
歓
喜
寺
領
・
周
防
阿
弥
陀
寺
領
・
筑
前
宗
像
社
等
に
於
て
早
打
役
U
早
馬
役
が
武
家
役
と
し
て
、
御
家
人
等
の
こ
れ
を
担
当
す
る

処
で
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
ろ
。
し
か
し
こ
れ
は
何
れ
も
山
陽
道
な
ど
の
西
岡
の
例
の
み
で
、
京
極
道
に
関
し
て
は
、
現
在
の
処
、
か
か
る

例
証
を
検
出
し
得
な
い
、
し
か
し
東
海
道
駅
制
の
担
当
者
が
第
一
義
的
に
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い

Q

以
上
の
諸
例
や
、
東
海
道
駅
制

完
成
以
前
、
逓
送
に
果
し
た
御
家
人
の
重
要
な
仰
は
訓
か
、
り
し
て
も
、
殆
ん
ど
異
論
の
な
い
と
と
ろ
で
ふ
の
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
、
顕
著
な
地
一
回
抑
制
主
化
の
道
長
に
伴
な
い
、
い
わ
ゆ
る
彼
等
の
非
法
・
抑
妨
が
続
く
。
そ
の
様
な
過
利
引

と
し
て
地
頭
自
身
の
負
担
は
関
係
農
民
の
一
日
に
転
嫁
さ
れ
、

や
が
て
一
般
荘
園
に
も
徴
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。



南
北
朝
期
の
観
応
元
年
、
北
朝
で
は
、
院
宣
を
下
し
長
門
厚
東
駿
河
権
守
の
同
国
国
分
寺
の
所
々
の
寺
領
を
押
領
し
、
あ
る
い
は
早
馬
以
下
の

課
役
を
宛
て
催
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
へ
戸
八
円
以
分

J

ヰ
寸
文
書
一
、

観
応
元
年
は
鎌
倉
幕
府
滅
び
て
、
既
に
十
五
年
、
従
っ
て
宛
一
に
催
ぎ
れ
た
早
馬
も
、
鎌
倉
時
代

ωそ
れ
と
は
同
一
な
も
の
で
は
な
い
が
、
地
頭

領
主
制
の
発
展
に
伴
い
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
駅
制
上
の
早
馬
投
の
荘
園
賦
謀
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
処
で
あ
る
う
。
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
荘

国
の
早
馬
役
負
担
号
役
し
得
る
も
の
は
外
に
次
の
南
部
寺
領
が
め
る
。

そ
れ
は
同
寺
領
遠
江
初
倉
庄
内
の
諸
郷
、
加
賀
得
橋
郷
そ
の

外
但
馬
池
寺
荘
・
摺
陪
矢
野
別
名
・
同
じ
く
大
塩
圧
＠
備
中
一
二
成
郷
な
ど
に
対
し
、
国
司
守
護
使
入
部
並
に
官
使
・
検
非
違
使
・
院
宮
諸
司

及
び
神
人
甲
乙
人
な
ど
の
乱
入
と
、
造
語
社
以
下
大
小
国
役
一
次
ぴ
開
影
池
山
西
日
刊
－

r
r
e停
止
し
た
の
で
み
る
。
（
一
四
時
寺
）

ζ
れ
は
以
上
の
全
て

の
荘
園
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
全
て
の
課
仇
伐
を
負
担
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
荘
園
の
各
々
が
こ
の
謀
役
の
一
部
づ
っ
一
を
負
担
し
た
も

鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
後
、

間
も
な
き
建
武
二
年
南
禅
寺
に
太
政
官
符
が
下
っ
た
ο

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
、
関
東
鎮
西
早
打
役
と
は
関
東
・
鎮
西
聞
の
早
馬
の
役
を
指
す
も
の
で
ゐ
る
。
こ
の
役
が
東
海
道
や
山
陽
道
よ
り
遠
隔

の
加
賀
、
や
但
馬
の
荘
園
に
徴
課
さ
れ
た
L
」
見
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
東
海
道
の
遠
江
初
倉
庄
・
山
陽
道
の
需
磨
矢
野
別
名
、
備
中
三
成
郷

等
が
こ
の
関
東
鎮
西
日
十
打
役
を
負
担
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
述
の
如
く
、
幕
府
滅
亡
と
共
に
、
東
海
道
の
駅
制
、
山
陽
道
等
の
早
町
制
度
は
、

ほ
ぽ
崩
壊
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ

に
言
う
、
関
東
鎮
西
平
打
役
、
が
必
ら
ず
し
も
建
武
二
年
の
時
点
に
於
て
現
存
し
た
訳
で
は
な
い
コ
む
し
ろ
こ
れ
を
遡
っ
た
鎌
倉
時
代
に
、
か

か
る
謀
役
が
、
南
禅
寺
領
諸
荘
園
に
徴
課
さ
れ

τい
た
事
実
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
こ
の
際
十
分
で
あ
る
。
と
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

n
関
東
鎮
西
早
打
役
u

が
従
未
不
巧
に
徴
課
会
れ
て
い
た
が
為
に
、
こ
こ
で
そ
の
不
法
を
退
け
停
止
さ
れ
に
も
の
で
な
く
、
造
語
社
以
下
大
小

国
役
が
、
荘
間
に
と
っ
て
合
法
的
課
役
で
あ
る
と
同
様
。
関
東
鎮
西
早
打
役
。
も
ま
た
既
定
の
課
役
化
し
て
お
り
、
そ
れ
が
忠
恵
と
し
て
免
除

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
“
闘
東
鎮
西
早
打
役
。
は
、
南
禅
寺
領
特
有
の
負
担
で
は
な
く
♂
氾
諸
社
以
下
大
小
国
役
。
が
所
々
の
荘
閣
の
謀
役
で
あ
っ
た
よ
う

中
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に
、
東
海
道
・
山
陽
道
沿
い
の
荘
園
に
し
て
、

こ
の
謀
役
を
負
担
す
る
も
の
、

い
く
ば
く
か
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
中
世
駅
制
の
負
担
は
御
家
人
か
ら
更
に
一
般
の
荘
間
へ
と
拡
大
す
る
に
至
っ
た
が
、

こ
の
負
担
形
式
は
、
我
園
駅
制
史
上
特
有

な
も
の
が
あ
っ
た
。

古
代
駅
制
は
、
駅
子
・
駅
家
・
駅
家
田
等
を
一
勝
と
す
る
国
康
の
経
営
・
支
出
に
よ
り
成
立
し
、
（
間
一
腕
時
謎

rh）

尾
の
経
営
に
委
任
、
己
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
世
の
鼠
制
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
御
家
人
の
封
建
的
勤
務
ま
た
は
荘
園
へ
の
課
役
に
よ
り
維
持

近
世
駅
制
は
‘
民
間
間

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
後
の
戦
国
時
代
の
駅
制
に
類
似
す
る
が
、

そ
こ
に
一
つ
の
重
大
な
相
異
点
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
戦
国
時

代
の
択
制
に
於
て
、
戦
国
語
使
は
人
馬
の
提
供
を
一
治
道
憤
民
に
求
め
た
が
、

そ
れ
は
決
し
て
、
大
名
の
一
方
的
課
役
で
は
な
く
し
て
、
領
民
は

そ
の
反
対
給
付
と
し
て
、
大
名
か
ら
諸
々
の
謀
役
の
免
除
ゃ
、
伝
馬
営
業
の
認
可
そ
の
外
の
肉
山
県
を
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
明
階
、
以
同
一
）

御
家
人
や
荘
園
の
負
担
す
る
謀
役
の
一
切
に
反
対
給
付
が
見
ら
れ
ぬ
が
、
駅
制
上
の
そ
れ
も
例
外
で
は
な

し
か
る
に
鎌
倉
時
代
に
於
て
は
、

く
、
全
く
御
家
人
等
の
片
務
的
負
担
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
く
中
世
の
駅
制
が
、
幕
府
側
に
、

阿
川
制
設
置
者
に
と
う
き
わ
め
て
有
刊
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ョ
し
か
る
に
駅
制
上
の
人
馬
の
提
供
は
、

一
切
の
経
済
的
負
担
を
負
わ
す
こ
と
な
く
、
幕
府
権
力
の
維
持
、
増
強
に
貢
献
し
得
た
こ
と
は
、

一
時
的
な
ら
の
で
な
く
、

日
常

的
か
つ
永
続
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
家
人
や
荘
同
の
片
務
的
な
負
担
に
よ
る
限
り
、

そ
の
負
担
量
は
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、

限
度
以
ヒ
の
徴
課
は
、

RJ制
の
存
杭
を
危
殆
な
ら
し
な
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

当
時
の
駅
制
の
規
模
が
古
代
ま
た
戦
国
時
代
以
後
に
も
劣
り
、

一
宿
常
備
馬
わ
ず
か
二
匹
と
い
う
の
は
、
需
要
度
の
低
さ
に
も
由
ろ
う
が
、

上
述
の
如
与
己
負
担
形
態
に
於
て
は
、
需
要
を
最
少
限
度
に
制
限
し
、
負
担
の
過
重
防
止
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
c

更
に
前
述
の

如
く
幕
府
が
利
旧
者
を
、
極
力
急
慢
な
ど
に
制
限
し
た
の
に
も
、
か
か
る
事
情
が
秘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
φ
る。



四

東
海
道
駅
制
の
利
用
者
は
、
京
都
・
鎌
倉
間
を
注
復
す
る
幕
府
関
係
者
、

と
く
に
飛
脚
一
等
が
そ
の
主
な
も
の
で
ゐ
ろ
う
。
相
互
の
聯
絡
・
通

信
に
当
る
飛
脚
の
発
遣
は
相
当
頻
繁
に
一
回
一
る
も
の
の
如
く
。
吾
妻
鏡
。
記
載
の
も
の
だ
け
で
も
二

O
Oケ
点
を
超
え
て
い
る
。

と
れ
に
京
都
の
公
卿
側
の
日
記
分
等
を
加
算
す
れ
ば
相
当
訟
に
達
す
る
。

そ
れ
ら
に
よ
り
、
京
都
・
鎌
倉
問
の
所
要
日
数
が
ほ
ぼ
推
定
さ
れ

る
。
今
煩
を
厭
う
て
一
々
事
例
を
掲
出
し
な
い
。
最
短
満
三
日
よ
り
最
長
数
十
日
に
及
ぶ
が
、

五
・
六
・
七
日
が
比
較
的
多
い
。
た
だ
正
確
な

日
数
の
算
定
は
、

そ
の
殆
ん
ど
大
半
の
場
合
困
難
で
あ
る
。

例
え
ば
出
典
の
大
半
を
占
め
る
。
吾
妻
鏡
ク
の
場
合
、
次
の
二
点
の
制
約
が
あ
る
。

一
つ
は
鎌
倉
出
発
の
飛
脚
の
日
時
は
明
瞭
で
も
、

そ
の

京
都
到
着
目
昨
は
、
京
都
側
に
こ
れ
に
照
応
す
る
記
録
が
な
い
限
り
全
く
不
明
で
ゐ
る
。
二
は
こ
れ
に
瓦
し
、
京
都
飛
脚
の
鎌
倉
到
着
日
時
は

記
載
さ
れ
て
も
、
そ
の
出
立
日
時
は
、
多
く
不
明
で
あ
る
。

4

吾
妻
鏡
少
な
ど
鎌
倉
方
の
記
録
か
ら
数
え
ら
れ
る
凡
そ
卯
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
後

者
則
ち
京
都
か
ら
鎌
倉
陀
下
っ
た
飛
脚
で
あ
る
。
そ
の
所
要
日
数
の
推
定
は
、
京
都
出
立
の
日
時
が
殆
ど
不
明
一

ω為
、
報
告
内
容
の
事
件
発
生

当
日
、
ま
た
は
文
書
発
給
日
号
京
都
出
発
の
日
時
と
仮
定
し
て
の
算
定
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
問
題
が
多
い
。
事
件
及
び
報
告
内
容
の
重

要
昨
日
又
は
緩
急
度
に
よ
っ
て
飛
脚
発
迫
と
の
時
間
的
間
隔
が
規
制
さ
れ
る
。
急
事
に
は
即
刻
先
遣
さ
れ
よ
う
が
、
此
一
一
事
枯
一
寸
心
場
合
は
翌
U
、
時

に
は
数
日
延
ば
し
と
も
な
ろ
う
。

健つ一
ζ
実
際
の
所
要
日
数
は
、

一
般
に
は
事
件
当
日
と
到
着
目
時
よ
り
一
・
二
日
控
除
し
た
も
の
が
昔
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ

と
て
も
絶
対
的
な
正
値
は
つ
か
め
一
得
な
い
か
ら
、
暫
く
は
記
録
の
ま
ま
に
従
う
。

最
短
一
一
一
日
よ
り
最
長
十
数
日
、
稀
に
二
十
数
日
ま
で
、
全
く
ま
ち
ま
ら
明
、
あ
る
が
、
か
か
る
較
差
は
、
如
何
な
る
事
情
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

中

祉

の

駅

制

ハ
新
紋
）

八
五



中

世

の

駅

制

（
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城
）

ま
づ
事
件
及
び
報
告
内
容
の
軽
重
度
、
緩
急
度
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
最
短
の
三
日
な
い
し
四
日
は
何
れ
も
報
告

の
緊
急
を
要
す
る
重
大
事
件
で
あ
る
。
鎌
倉
・
京
都
問
U
一
一
十
余
里
、
一
二
日
以
下
は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、
三
日
或
い
は
四
日
の
場
合

は
事
件
当
日
発
達
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

更
に
京
都
ま
た
は
鎌
介
の
到
着
時
刻
の
中
に
は
、

子
の
詰
へ
午
怖
は
十
一
時
よ
り
て

i
f午
前
一
同
ま
で
」

丑
の
魁
（
山
一
諮
問
日
）
、
辰
の
越
（
昨
明
日
…
）
、

ぞ
の
外
未
明

な
ど
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
た
も
の
が
比
較
的
多
い

ω

し
か
も
こ
れ
ら
の
大
半
は
一
一
一
日
・
四
日
の
緊
急
な
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
到
着
時
刻
よ
り
推
し
て
伐
中
も
暁
定
し
た
こ
と
は
疑
な
い
で
あ
ろ
う
っ

更
に
こ
れ
と
反
対
に
十
日
以
上
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
内
界
も
さ
し
た
る
事
な
く
、

そ
の
為
発
遣
も
遅
れ
た
為
か
と
思
わ
れ
る
が
、
中
に
は
海

道
記
・
い
ブ
よ
い
日
沼
市
J

の
筆
者
心
行
程
並
の
十
五
・
六
日
の
も
の
も
あ
る
、

た
だ
こ
こ
に
一
見
奇
異
な
の
は
、
改
元
の
幕
府
通
告
が
大
体
ζ

の
類
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
五
久
及
び
克
元
の
改
元
の
五
日
ヘ
グ
吾
妻
鏡
d

元久一応年一一一
J

を
除
け
ば
、
多
く
の
場
合
、
十

f

月
一
日
寛
一
万
一
万
年
三
月
二
目
、

（
間
目
安
時
建
一
町
一
政

M
q一
一
軒
下
現
時
一
目
立
一
間
十
）
更
に
詫
一
レ
与
え
安
氏
改
元
の
十
五
日
、
（
万
一
川
一
諸
問
ん
叶
）
八
日
（
博
尚
一
川
一
昨
）

康
元
元
年
の
四
日
、

日
前
後
を
要
し
、

等
の
記
録
会
え
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
改
元
の
幕
府
通
達
が
重
視
3
れ
な
か
っ
た
乙
と
が
明

5
か
に
会
れ
る
が
、

そ
の
理
由
に
就
い
て
は
、
後
考

を
期
し
た
い
。

以
上
の
如
く
、
事
件
の
報
告
内
容
の
如
何
に
よ
っ
て
日
数
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、
更
に
こ
こ
に
、
気
象
・
天
候
等
の
自
然
条
件
の
影
響

も
無
視
し
が
た
い
。
雨
天
に
よ
名
当
峠
の
道
路
の
悪
ル
刊
は
甚
し
い
も
の
あ
り
、
俄
然
馬
の
速
度
は
低
下
す
る
。
更
に
東
海
道
は
河
川
が
多
い
が

風
雨
に
よ
る
橋
の
断
絶
、
渡
船
の
中
絶
は
常
時
的
で
ゐ
り
、
か
か
る
場
合
飛
脚
は
み
す
み
す
河
岸
で
の
滞
間
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
近
世
大
井

川
、
安
倍
河
等
の
川
印
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る

3

更
に
月
ぃ
伐
と
暗
夜
、
同
」
で
は
、
夜
中
の
走
行
速
度
ち
異
な
る
。
同
似
の
雫
件
に
し
て
、
所
要
日

数
を
異
に
す
る
の
は
、
主
と
し
て
道
中
に
於
げ
る
気
象
条
件
の
影
響
の
相
具
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
世
の
飛
脚
は
、

古
代
駅
制
と
異
な
り
、

全
て
専
伎
で
あ
っ
て
、

同
一
人
が
鎌
倉
・
京
都
聞
を
馬
を
継
ぎ
替
え
つ
つ
、

走
行
し
た
の
で
あ



る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
当
時
の
馬
の
速
度
は
ど
の
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
古
代
心
。
公
式
令
。
の
規
定
に
よ
れ
ば

事
速
者
一
日
十
駅
以
上
、
ふ
山
中
緩
者
八
駅
、
由
一
定
H
、
事
緩
者
六
明
以
下

と
あ
り
、
急
使
の
場
合
、

一
日
十
駅
以
上
に
及
ぶ
と
い
う
。
し
か
し
坂
本
大
郎
博
士
は
、
十
駅
以
上
と
は
、
現
在
距
離
主
十
旦
以
上
と
な
り
、

そ
の
実
現
性
を
疑
わ
れ
て
い
る
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
事
実
博
士
の
挙
げ
ら
れ
た
四
つ
の
実
例
は
、
大
宰
府
・
京
都
間
が
六
日
と
十
二
日
、
出
羽

・
京
都
問
が
共
に
十
三
日
、
二
例
で
何
れ
も
五
十
里
に
満
た
ず
、
ま
た
綬
使
八
駅
す
な
わ
ち
四
十
里
に
も
及
ば
な
い
。
（
叫
町
一
仕
団
駅
）

’’H
3
M
M
れ
V
γ
わ
t
j
J
1ノ

、

し
か
し
馬
の
速
度
に
つ
い
て
は
、
同
b
、
公
式
令
、
に
次
の
如
く
あ
る
。

九
行
程
同
日
七
十
里
、
歩
五
十
里
、
車
品
川
県
J

そ
れ
ぞ
れ
約
十
二
里
、
約
八
里
、
及
び
五
里
前
後
と
い
う
程
度
で
あ
ろ
う
。
数
日
間
の
連
続
平
均
速
度
人
の
歩
行

一
日
八
里
が
犬
体
妥
当
な
線
か
ら
し
三
馬
に
つ
い
℃
も
、
ほ
ほ
同
様
と
解
さ
れ
よ
う
。

現
在
距
離
に
換
算
し
て
、

か
っ
た
で
あ
る
う
。

古
来
わ
が
国
で
は
、
永
く
馬
の
改
良
ば
日
比
ら
れ
ず
、
乗
用
と
し
て
の
馬
の
機
能
は
、
鎌
倉
時
代
と
て
も
タ
公
式
令
e
時
代
と
殆
ん
ど
変
り
な

ぞ
れ
故
に
京
都
・
鎌
倉
間
百
二
十
余
里
は
馬
に
し
て
十
日
を
要
す
る
。

一
頭
の
馬
の
湿
し
馬
の
疾
走
で
ち
訟
ら
く
七
・
八

日
は
、
要
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
そ
れ
以
下
の
円
数
で
は
、
通
し
馬
で
は
困
難
で
あ
り
、
更
に
三
・
四
日
と
も
な
れ
ば
、
整
備
さ

れ
た
駅
制
が
絶
対
的
に
必
要
と
な
ろ
う
。

日
本
の
馬
は
明
治
の
後
半
期
に
至
つ

τ改
良
さ
れ
、
全
く
面
目
を
一
新
し
、
現
在
の
馬
は
凡
ゆ
る
点
で
、

そ
れ
以
前
の
馬
と
比
較
を
絶
し
て

い
る
。
鎌
倉
時
代
の
馬
が
か
な
り
媛
小
で
あ
る
こ
と
は
次
の
例
か
ら
窺
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
八
年
、
鎌
倉
・
材
木
座
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
和
田

l

1

K

ノ

1

合
戦
な
い
し
北
条
氏
滅
亡
の
折
の
も
の
と
推
定
き
れ
る
多
数
の
馬
骨
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
そ
の
推
定
体
高
は
、

m
l間
四
平
均
玖
∞
で
今
日
心

馬
に
比
し
て
か
な
り
鰭
小
で
め
る
。
日
従
っ
て
馬
の
走
行
も
、
現
在
馬
に
比
し
て
か
な
り
劣
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
更
に
駅
制
上
の
馬
が
、

武
士
の
馬
や
騎
馬
だ
け
に
限
ら
ず
、
荘
園
や
県
民
の
県
耕
馬
や
駄
馬
等
も
使
役
さ
れ
た
点
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
則
ち
女
治
一
克
年
の
駅
路
の

中

世

の

駅

制

（
新
城
）

｝＼ 
七



中

訟
で
も
権
門
正
々
与
論
ぜ
ず
、
ト
結
局
を
取
り
騎
用
寸
ノ
べ
し
と
め
る
の
を
初
め
と
し
て
、
先
掲
の
如
く
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
許
闘
が
早
馬
を
負
担
す

る
の
は
、
か
な
り
一
般
的
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
農
村
の
馬
は
、
そ
の
走
行
力
に
於
て
武
士
の
騎
馬
等
に
比
し
、
か
な
り
劣
る

も
の
が
あ
ろ
う
。
現
在
烏
に
比
し
一
＼
か
な
り
短
小
で
あ
町
、
そ
の
上
、
農
耕
馬
・
駄
馬
等
の
使
役
も
か
な
り
多
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
走
行
度

一
臼
平
均
一
一
一
・
四
十
旦
の
走
行
は
駅
制
上
の
逓
送
に

v) 

駅

正
巾

（
新
城
〉

)¥ 

i¥ 

に
高
い
期
待
を
懸
け
得
な
い
。
従
っ
て
京
都
・
鎌
倉
間
百
二
十
余
旦
、
日
数
三
・
回
目
、

よ
っ
て
始
め
て
可
能
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

京
都
・
鎌
倉
問
の
聯
絡
・
通
信
の
迅
速
化
に
は
、
駅
制
の
充
実
と
共
に
、
そ
の
交
通
の
行
な
わ
れ
る
場
と
し

τの
道
路
の
繋
備
を
前
提
条
件

と
す
る
。
と
く
に
東
海
道
に
は
河
川
多
く
、
交
通
の
障
碍
を
な
し
易
い
。
橋
梁
は
大
雨
に
よ
る
海
水
・
洪
水
に
よ
っ
て
容
易
に
落
ち
易
く
、

ま
た
渡
船
の
運
行
色
と
絶
し
が
ち
で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
忽
ら
通
信
・
聯
絡
を
混
乱
合
せ
る
か
ら
、
応
急
の
対
策
毎
講
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〈
問
）

幕
府
の
道
路
・
河
川
行
政
の
具
体
的
史
料
は
、
鎌
倉
以
外
に
就
て
は
、
比
較
的
罫
少
で
あ
る
が
、
道
路
・
河
川
の
整
備
が
、
駅
制
運
用
の
前
提

条
件
で
あ
る
点
よ
り
し
て
も
、
幕
府
が
こ
の
方
面
に
積
械
的
な
関
心
と
努
力
と
を
傾
げ
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

更
に
前
述
の
如
く
駅
制
は
、
京
都
・
鎌
舎
間
の
聯
絡
の
迅
速
性
密
実
現
し
、
幕
府
政
権
の
一
維
持
、
強
化
に
寄
与
し
た
が
、
古
代
駅
制
同
様
、

一
般
民
衆
の
交
通
に
は
何
ら
稗
益
す
る
処
な
か
っ
た
。
吾
妻
銃
。
そ
の
外
幕
府
側
記
録
が
、
宿
、
を
た
だ
駅
制
の
基
地
と
し
て
描
い
て
い
る
の

に
対
し
、
東
関
紀
行
い
ぎ
よ
い
、
日
記
そ
の
外
紀
行
記
等
、
民
間
側
記
録
に
よ
れ
ば
、
宿
、
は
全
く
行
人
の
宿
泊
地
に
す
ぎ
ず
、
こ
こ
を
基
地
と
し

て
不
断
に
早
馬
の
飛
立
っ
て
い
る
駅
制
に
つ
い
て
は
、
軌
を
一
に
し
て
沈
黙
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
一
般
旅
人
と
駅
制
し
」
の
無
縁
性
が
一
山
さ
れ

更
に
注
立
息
さ
れ
る
の
は
中
世
の
駅
制
は
そ
れ
の
み
に
止
と
ま
ら
ず
、
一
般
交
通
界
の
発
展
の
阻
害
的
条
件
を
な
し
た
こ
と
で
あ

る
。
財
ち
使
節
、
飛
脚
が
定
数
を
違
犯
し
て
旅
人
の
一
馬
ぞ
押
取
す
る
こ
と
が
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

て
い
る
が
、

先
述
の
如
く
、

の
負
担
が
御
家
人
の
個
人
的
台
、
起
を
超
え
て
、

荘
園
及
び
民
衆
の
負
担
化
さ
れ
た
が
、

ヘ
吾
妻
鏡
嘉
禎
元
年
七
月
一
一
十
三
J

r
日
、
弘
長
一
五
千
二
月
二
十
五
い
」

そ
れ
L
」
共
に
、
そ
の
一
被
害
は
旅
人
に

ま
で
及
び
、

一
般
空
通
の
発
醇
肢
を
阻
害
す
る
否
定
的
存
在
を
な
し
て
い
た
ζ

と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。



註
（
一
）
一
二
U
の
も
の

文
治
二
年
十
月
十
六
日

建
久
一
二
年
三
月
十
六
い

嘉
禎
元
年
三
月
～
一
ー
一
八
円

延
応
尤
年
五
月
二
十
日

仁
治
－
二
年
五
月
九
日

寛
元
三
年
八
九
二
十
九
日

寛
元
自
午
壬
凶
月
一
日

文
永
一
冗
年
八
月
二
十
一
日

誌
に
仇
に
関
す
る
奏
上

後
白
院
嘉

将
軍
兄
九
条
教
実
死

九
条
造
家
（
将
軍
父
）
不
例

泰
時
出
家

西
園
寺
公
経
高
知

北
条
経
時
死

北
条
長
時
死

れ
と
同
様
の
重
大
事
件
に
し
て
四
日
を
訴
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の

承
久
三
年

貞
応
二
年

元
仁
一
冗

延
応
二
年

文
桝
元
年

宝
治
一
万
年

建
長
三
年

波
長
四
年

康
元
一
冗
年

弘
安
七
年

永
仁
一
冗
年

永
久
の
変

後
高
倉
院
団
関
去

義
時
卒

北
条
同
房
死

頼
経
室
竹
御
所
卒

一
一
一
浦
一
放
の
ね

道
家
窒
死

将
軍
明
快
走

頼
q
h
苑

時
パ
出
残

頼
綱
・
資
綱
等
の
伏
誌

（
再
妻
銃
河
日
）

（P
M

H

三
月
十
六
日
）

♀
口
妻
鏡
四
月
二
日
）

〈

H

H

H

H

五
月
二
十
三
日

（
平
戸
記
五
月
十
三
日
）

（
吾
妻
鋭
九
月
二
日
〉

（
吾
妻
鋭
壬
四
月
一
日
、
葉
山
山
一
一
記
壬
四
月
四
日
）

（
一
代
要
記
）

（
吾
妻
鋭
五
月
十
九
円
）

（
吾
妻
鋭
五
月
十
八
日
〉

（
百
練
抄
六
月
十
七
日
）

（
平
一
戸
記
二
月
二
十
八
日
）

（
一
日
練
抄
八
月
二
日
〉

（
業
黄
記
六
月
九
日
）

（
吾
妻
鏡
十
一
月
十
八
日
）

（
M
H

一
二
月
五
日
）

（

F

八
月
十
五
日
）

（
帝
王
制
年
記
）

（
一
史
射
仰
紅
白
月
二
十
六
日

こ
の
外
、
建
保
元
年
の
和
出
合
戦
、
仁
治
ゴ
一
年
六
月
の
泰
時
卒
去
の
如
く
、
同
様
な
重
大
事
件
に
し
て
、
五
日
聞
に
一
旦
る
も
の
も
あ
る
。
恐

中

世

の

駅

制

ら
く
何
ら
か
の
自
然
的
条
件
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
。

八
九

（
新
誠
）



中

世

の

駅

制

註
合
一
）

（託（一一一）

註
（
四
）

註
（
五
）

（
新
城
）

ブL
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事
件
当
日
発
達
し
た
例
に
仁
治
三
年
四
条
天
皇
嘉
去
（
経
光
卿
記
抄
正
月
十
一
日
）
、
義
時
卒
去
（
吾
妻
鏡
一
万
仁
一
万
年
六
月
十
コ
百
）

吾
妻
鏡
文
治
五
年
十
二
月
二
十
六
日
、
建
長
四
年
二
月
二
十
七
日
、
同
一
一
一
月
五
日
、
承
久
三
年
六
月
二
十
三
日
、
嘉
禎
元
年
四
月

二
日
、
経
光
卿
記
仁
治
三
年
五
月
十
日
、
一
円
絞
抄
仁
治
三
年
六
月
二
十
九
日
、
一
千
戸
記
延
応
二
年
二
月
二
十
八
日
、
グ
宝
（
間
約
卿
4

記

、
水
仁
一
万
年
四
月
二
十
六
日

林
田
重
幸
氏
P

日
本
馬
起
似
d

（
科
学
読
売
、
一
九
六
二
年
四
月
号
）

鎌
倉
に
就
て
は
グ
吾
妻
鋭
d

に
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
外
東
海
道
相
模
河
（
吾
妻
鋭
建
勝
二
年
二
月
二
十
八
日
）
、
天
龍
河
等
の
例
が

あ
る
o

（
称
名
寺
文
書
）

五

幕
府
が
、
迅
速
な
交
通
を
必
要
と
す
る
の
は
、
単
に
京
都
と
の
聞
の
み
に
限
ら
ず
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
殆
ど
全
国
に
亘
っ
た
。
幕
府
の

軍
事
的
基
礎
は
、
御
家
人
で
あ
り
、
幕
府
権
力
の
強
弱
は
、
御
家
人
の
向
背
に
左
右
さ
れ
る
。
幕
府
と
全
国
に
散
在
す
る
御
家
人
と
は
、
緊
密

な
有
機
的
関
係
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
幕
府
は
安
定
し
う
る
。
こ
こ
に
東
国
地
方
各
地
に
、
今
な
お
名
を
留
め
て
い
る
鎌
倉
街
道
は
、
幕
府
と

東
国
御
家
人
と
を
結
ぶ
動
脈
と
し
て
役
立
っ
た
に
相
違
な
い
。

更
に
、
非
常
事
態
に
際
し
、
幕
府
は
御
家
人
の
軍
事
力
に
期
待
し
、

そ
の
参
集
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
く
に
、
幕
府
危
急
存
亡
の

大
事
、
例
え
ば
承
久
の
変
、
文
永
、
弘
安
の
役
そ
の
外
内
乱
な
ど
に
は
近
国
の
み
な
ら
ず
、
相
当
広
汎
な
範
囲
に
豆
り
、
御
家
人
の
動
員
が
要

請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

永
仁
元
年
四
月
二
十
二
日
、
執
権
北
条
貞
時
は
、
飯
乱
を
企
て
た
平
頼
綱
及
び
次
子
資
宗
を
諒
し
、
長
子
宗
綱
ぞ
佐
渡
に
流
し
た
が
、

こ
の

時
も
、
幕
府
は
社
会
の
不
安
と
動
揺
と
に
備
え
て
、
全
国
の
御
家
人
に
使
を
派
し
、
待
機
ま
た
は
参
集
さ
せ
た

0

・
こ
の
後
、
正
中
の
変
に
も
、

こ
れ
ま
た
当
然
九
州
の
み
な
ら
ず
、
全
国
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
早
馬
を
派
し
て
、
九
州
の
武
士
を
召
集
し
た
が
、



こ
の
よ
う
に
、
幕
府
は
緊
急
事
態
の
発
生
に
隠
し
、
諸
国
の
御
家
人
を
動
員
す
る
が
、
事
態
は
一
刻
宇
佐
争
う

3

東
海
道
の
駅
制
は
か
か

使
の
往
還
に
役
立
つ
最
好
の
交
通
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
典
型
的
な
駅
制
は
、

そ
の
利
用
度
が
あ
る
一
定
段
階
に
日
中
止
す
る
場
合
、
は

じ
め
て
制
定
さ
れ
、
重
要
道
路
に
於
て
も
、
十
父
通
が
恒
常
的
に
行
な
わ
れ
ず
、
そ
の
量
も
比
較
的
低
度
な
場
合
に
は
、
設
置
さ
れ
難
い
。

従
っ
て
京
都
と
鎌
倉
と
お
」
聯
ぐ
東
海
道
に
こ
そ
、

乙
の
駅
制
の
必
時
一
向
性
は
痛
感
さ
れ
よ
う
が
、
そ
の
他
の
街
道
に
於
て
は
、
幕
府
関
係
の
交

通
は
、
日
常
的
で
な
く
、

か
つ
重
要
度
、
も
低
い
か
ら
、
駅
制
の
必
要
性
は
、
よ
り
稀
薄
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

東
混
道
に
次
ぐ
重
要
道
路
と
し
て
主
と
し
て
関
東
地
方
、
中
部
地
方
に
集
住
す
る
東
国
御
家
人
と
鎌
倉
を
結
ぶ
道
路
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

と
に
駅
制
の
設
け
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
両
者
の
公
的
交
通
が
一
般
に
稀
で
あ
り
、
か
つ
道
路
が
比
較
的
短
距
離
の
為
、
必
ら
ず
し
も
逓
送
に

依
ら
ず
と
も
、
迅
速
な
通
信
、
聯
絡
が
可
抱
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
重
要
街
道
と
し
て
は
、
九
州
の
出
先
機
関
、
博
多
の
鎮
西
探
題
と
を
結
ぶ
山
陽
道
学
が
み
の
ろ
う
。
し
か
し
博
多
と
の
公
的
交
通
量
は
、

一
冗
米
そ
れ
程
高
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
緊
急
を
要
す
る
通
信
与
は
和
で
あ
ろ
う
か
ち
、
幕
府
に
と
り
択
制
の
必
要
性
は
永
く
痛
感
サ
る
処

と
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
・
京
都
と
博
多
間
の
公
的
交
通
が
、
俄
か
に
活
況
を
呈
し
た
の
は
、
蒙
古
襲
来
の
折
で
、
こ
の
戦
役
を
通
し
、
戦
況
報
告
ま
た
は
指
令

・
命
令
伝
達
な
ど
の
急
便
の
往
還
が
は
げ
し
く
な
っ
た
。
ま
づ
文
永
役
に
於
け
る
そ
の
所
要
U
数
を
観
る
に
、
文
永
十
一
年
十
月
六
日
宗
十
川
平

対
馬
佐
須
滞
襲
撃
の
第
一
報
は
、
同
十
七
は
に
六
波
羅
に
到
着
し
て
い
る
。
（
一
刊
誌
編
）
対
馬
・
時
多
間
行
程
二
日
前
後
と
仮
定
す
れ
ば
、
博
多

二
口
小
都
間
約
九
日
と
な
る
、
更
に
十
月
十
五
日
の
士
宮
岐
品
陥
落
の
報
は
、
同
仕
八
日
に
到
着
し
て
い
る
か
ら
、
（
時
日
編
）
京
都
・
博
多
間
は
、

〆
／
一
一
一
三
口
、

十
一
日
前
後
で
も
あ
ろ
う
か
。
更
に
十
月
廿
日
夜
の
蒙
古
平
覆
没
の
捷
報
は
、
十
一
月
六
日
に
京
都
に
達
し
て
い
る
♂
一
）
現
地
で
覆
没
す
勿
知
っ
た

の
は
、
翌
二
十
一
日
未
明
の
こ
と
で
あ
り
、
十
月
は
大
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
同
実
に
、
十
六
日
を
閲
レ
て
い
る
。

こ
の
時
の
暴
風
等
、
白
熱
的
出

条
件
に
妨
げ
ら
れ
た
影
響
も
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
六
報
こ
そ
当
然
最
大
速
z

肢
を
も
っ
て
馬
会
進
め
た
も
の
と
推
定
、
）
己
れ
る
に
拘
ら
ず
、
な
お
十

中

世

の
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制
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新
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中

世

の

駅

制

（
新
城
）

九

五
・
六
日
も
要
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
文
永
役
に
於
て
は
、
京
都
・
博
多
聞
の
飛
脚
の
所
要
日
数
約
九
日
・
十
一
日
・
十
六
日
前
後
の
三
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

蒙
古
の
来
襲
は
、
幕
府
に
と
っ
て
予
知
さ
れ
た
る
困
難
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
防
禦
策
を
講
じ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
事
件

の
発
生
に
際
し
通
信
・
聯
絡
の
緊
急
性
か
ら
、

そ
の
為
の
何
ら
か
の
交
通
対
策
ま
で
講
じ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

こ
こ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
の
万
伊
の
入
冠
で
あ
る
。
寛
仁
三
年
刀
伊
の
入
冠
を
伝
え
る
四
月
八
日
の
大
宰
府
の
飛
駅
は
、
同
月
十

七
日
に
京
着
、
こ
の
間
九
日
で
あ
る
。
へ
小
右
記
四
〕
更
乙
同
事
牛
乙
関
聯
し
た
四
月
十
六
日
の
大
宰
権
帥
の
書
は
、
二
十
五
日
か
、
そ
の
前
日

戸
月
十
七
日
L

t

f

l

乙
京
都
に
着
い
て
い
る
。
へ
小
右
記
四
月
〕
共
こ
九
日
可
愛
で
あ
一
年
こ
こ
こ
飛
駅
の
名
を
伝
え
る
も
の
の
、
当
時
、
駅
制
の
衰
亡
明
か
な
延
喜

戸
二
十
五
日

k

l

H

f

l

年
中
よ
り
既
に
百
年
を
閲
し
て
お
り
、
駅
制
が
も
は
や
そ
の
機
能
の
大
半
を
喪
失
し
て
い
た
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な
い
。
彼
等
飛
駅
使
は
路

次
順
調
な
馬
の
継
替
え
を
得
ら
れ
ず
苦
労
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
九
日
で
京
都
に
到
達
し
得
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
文
、
氷
役
に
於
け
る

九
日
、
十
一
日
、
十
六
日
等
の
記
録
は
、
ふ
り
し
ろ
幕
府
に
よ
る
逓
送
制
度
の
欠
如
な
い
し
不
完
全
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
る
に
弘
安
役
に
於
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
弘
安
四
年
五
月
廿
一
日
の
蒙
古
軍
対
馬
、
廿
六
日
士
官
岐
侵
入
の
報
は
、
六
月
一
日
六
波
羅

に
賓
ら
さ
れ
、
使
は
そ
の
ま
ま
関
東
に
急
行
し
た
o

（
同
競
一
年
）
五
月
は
小
月
で
あ
り
、
博
多
・
対
馬
行
程
二
日
と
し
て
、
博
多
・
京
都
間
約

（四）

七
日
で
あ
る
。
つ
い
で
六
月
六
日
前
後
、
蒙
古
東
路
軍
、
長
門
沿
岸
進
撃
の
大
宰
府
の
注
進
は
十
四
日
に
京
着
、
従
っ
て
こ
の
間
八
日
な
い
し

（五）

そ
れ
以
下
と
解
さ
れ
る
。
更
に
壬
七
月
一
日
夜
の
蒙
古
軍
裸
没
の
飛
脚
は
同
九
日
成
刻
に
京
都
に
到
着
。
同
じ
く
こ
の
間
八
日
、
そ
れ
が
鎌

倉
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
四
日
後
の
十
三
日
で
あ
っ
た
。
へ
繍
問
祉
）

〆
↓
又
す
仏
コ
ニ
口
β
事
h

、

以
上
弘
安
役
に
於
げ
る
博
多

l
京
都
聞
の
所
要
日
数
は
一
応
七
日
・
八
日
・
八
日
と
な
る
が
、
こ
れ
は
何
れ
も
飛
脚
の
発
遣
を
事
件
当
日
と

仮
定
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
壬
七
月
一
日
夜
の
蒙
古
軍
の
深
没
は
、
翌
朝
に
至
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
飛

脚
の
発
遣
が
翌
二
日
で
あ
る
こ
と
確
実
で
あ
り
、
従
っ
て
日
数
は
一
日
短
縮
さ
れ
て
七
日
と
な
る
。
弘
安
の
役
で
は
、
大
体
七
日
前
後
で
博
多



か
ら
の
通
報
が
京
着
し
て
い
る
。

こ
れ
は
先
の
文
永
役
の
九
日
、
十
三
日
な
い
し
セ
五
日
等
に
比
す
れ
ば
、
大
き
な
進
歩
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
行
程
日
数
の
短
縮
に
は
、

文
永
の
役
の
経
験
に
顧
み
て
、
幕
府
が
何
ら
か
の
逓
送
制
度
を
、

こ
の
間
に
設
け
る
に
至
っ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
。

後
述
の
如
く
、
弘
安
役
以
後
、
山
陽
道
に
は
、
駅
制
の
前
駈
的
交
通
制
度
で
あ
る
早
馬
制
度
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
成
立
年
代
は

明
瞭
で
な
い
。
し
か
し
乍
、
早
馬
制
度
成
立
以
後
の
京
都
・
博
多
聞
の
急
使
は
大
体
弘
安
役
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
速
度
を
も
っ
て
走
行
し
て

い
る
事
実
か
ら
、
文
永
役
後
、
弘
安
役
前
に
何
ら
か
の
逓
送
制
度
が
打
ち
樹
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
永
仁
元
年
四
月
廿
二
日
の
鎌
倉
に
於
る
平
頼
綱
の
乱
に
、
幕
府
の
早
馬
は
、
五
月
三
日
に
博
多
に
到
着
し
た
。

こ
の
四
月
は
小
月

で
あ
り
、
使
者
が
事
件
の
当
日
出
立
し
た
と
仮
定
し
て
も
、

そ
の
間
十
日
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
る
に
こ
の
使
者
は
、
四
月
廿
六
日
未
明
に
京
都

そ
の
ま
ま
博
多
に
向
っ
た
と
し
て
京
都
・
博
多
間
わ
ず
か
六
日
に
す
ぎ
な
い
。

に
到
着
し
て
い
る
が
、

ま
た
正
中
一
冗
年
九
月
十
九
日
京
都
に
勃
発
し
た
、
正
中
の
変
の
報
は
、
二
十
三
日
に
幕
府
の
耳
に
入
っ
て
い
る
。

こ
乙
で
二
十
三
日
当
日
付
の

関
東
御
教
書
が
発
せ
ら
れ
、
御
家
人
の
参
集
を
求
め
た
が
、
と
の
早
馬
の
博
多
到
着
が
十
月
五
日
亥
魁
で
あ
る
。
九
月
は
大
月
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉

（

七

）

・
博
多
間
十
一
・
一
一
日
と
な
る
。
更
に
翌
々
年
正
中
三
年
三
月
十
三
日
、
鎌
倉
に
お
け
る
北
条
高
時
出
家
の
早
馬
は
、
同
二
十
四
日
博
多
に
到

こ
れ
ま
た
所
要
日
数
は
十
日
な
い
し
十
一
日
と
な
ろ
う
。
（
一
町
一
畑
中
一
録
）
し
た
が
っ
て
京
都
・
博
多
は
、

着
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
よ
り
三
・
四

日
差
し
引
い
た
七
日
前
後
と
な
る
。

以
上
の
如
く
、
鎌
倉
時
代
末
に
於
て
、
博
多
ま
で
鎌
倉
か
ら
十
日
前
後
、
京
都
か
ら
六
日
、
七
日
、
或
い
は
八
日
の
距
離
と
い
え
よ
う
。
大

体
弘
安
の
役
の
時
に
一
致
す
る
。

古
代
駅
制
の
盛
運
時
に
当
る
承
和
三
年
の
大
宰
府
の
飛
駅
使
は
一
は
六
日
、
他
は
十
二
日
で
京
都
に
達
し
て
い
る
o

（
慨
一
位
尚
一
店
）
そ
の
差

余
り
甚
し
い
が
六
日
毎
最
高
速
度
と
解
し
得
ょ
う
、
ま
さ
に
鎌
倉
末
期
に
於
る
速
度
は
、
古
代
駅
制
盛
運
時
に
匹
敵
す
る
。
鎌
倉
時
代
の
道
路

中

世

の

駅

制

（
新
城
）

九
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九
同

と
馬
が
、
古
代
駅
制
盛
連
時
の
そ
れ
に
比
し
て
格
段
の
進
展
の
な
い
限
り
、

こ
こ
に
古
代
駅
制
に
類
似
し
た
交
通
制
度
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る

も
の
が
あ
ろ
う
。
現
在
京
都
・
博
多
問
鉄
道
距
離
六
六
八
・
二
キ
ロ
、
屯
数
約
百
六
十
余
里
、
山
陽
道
及
び
門
司
・
博
多
間
の
旧
道
が
、
目
視

的
に
は
山
陽
本
線
。
鹿
児
島
本
線
と
常
一
行
す
る
と
推
、
制
さ
れ
る
点
よ
り
し
て
、
当
時
の
距
離
は
、
今
の
鉄
道
距
離
と
そ
れ
程
大
幅
な
懸
隔
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
百
六
十
里
前
絞
と
校
定
し
て
七
日
間
で
一
日
走
行
距
離
二
十
三
里
前
後
と
も
な
ろ
う
。

前
述
鎌
倉
・
京
都
問
の
例
か
ら
し
て
も
乗
h
一
づ
め
で
は
無
担
で
、
継
替
え
を
必
要
と
す
る
。
当
同
、
こ
れ
に
じ
め
え
る
だ
け
の
用
意
が
め
一
っ
た

に
相
違
な
い
c

ぞ
れ
が
前
述
し
た
山
陽
道
及
、
ぴ
北
九
川
等
に
見
ら
れ
る
御
家
人
、
社
寺
領
手
の
早
馬
役
負
担
で
め
ろ
う
。

則
ら
先
の
一
南
禅
子
領
、
周
防
阿
弥
陀
寺
領
、
筑
前
宗
像
社
与
の
御
家
人
・
荘
園
等
が
そ
の
実
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
が
、
負
担
者
は
勿
論
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
あ
る
程
度
逓
送
に
便
宜
な
桐
所
の
処
々
に
、
割
り
宛
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
よ
の
ろ
う
。

博
多
・
京
都
問
六
・
七
日
が
弘
安
役
以
来
の
現
象
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
早
馬
制
度
の
創
始
吾
文
永
役
後
に
比
定
す
べ
き
で
あ
ろ
ろ
。
文
、
氷

役
に
よ
っ
て
飛
脚
の
迅
速
化
を
痛
感
し
た
幕
府
が
、
日
時
ゐ
ι

東
海
道
よ
り
更
に
京
都
以
西
に
延
長
レ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
幕
府
、
六
波
羅
に

於
げ
る
駅
制
専
任
奉
行
の
設
置
が
あ
た
か
も
、
こ
の
前
段
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
文
永
投
と
い
う
古
い
体
験
が
、
戦
時
に
於
る
通
信
の
迅

速
と
い
う
至
高
命
令
の
前
に
、
中
世
駅
制
を
更
に
一
段
と
前
進
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
京
都
・
博
多
間
の
早
馬
制
度
に
於
る
逓
送
手
続
・
運
営
方
法
等
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
京
海
uzr

－
の
如
《
一
定
宿
駅
に
常
備
さ

れ
た
、
定
量
の
馬
を
以

τ継
立
て
す
る
典
型
的
な
駅
備
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
c

ぞ
れ
は
東
一
向
道
駅
制
の
完
成
以
前
に
、
幕
府
が
沿

道
御
家
人
に
夫
々
乗
見
守
賦
課
し
た
よ
う
な
典
型
的
駅
制
の
前
段
階
的
形
態
で
あ
り
、
い
わ
ば
早
民
制
度
と
も
呼
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
が
京
都
以
西
に
於
て
、
多
数
の
宿
駅
を
建
設
し
、
そ
こ
に
役
所
を
設
け
、

二
疋
の
馬
を
常
備
す
る
典
型
的
駅
制
を
実
現
し
な
か
っ
た
の

は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
明
瞭
で
な
い
。
西
国
に
対
す
る
幕
府
権
力
の
限
界
の
反
映
と
も
着
ら
れ
る
が
、
そ
の
反
両
、
東
海
道
に
比

し
て
、
公
的
交
通
の
量
的
・
質
的
低
さ
が
、
逓
送
制
度
を
し
て
典
塑
的
駅
制
以
前
の
い
わ
ば
早
馬
制
度
に
と
ど
ま
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



京
都
・
博
多
問
所
要
日
数
六
・
七
円
に
対
し
京
都
・
鎌
倉
問
は
二
一
・
四
日
で
あ
る
の
同
者
の
匝
離
比
よ
り
す
れ
ば
、
、
前
者
は
、
後
者
に
比
し

か
な
り
遜
色
が
あ
る
。

こ
こ
に
幕
府
に
よ
る
東
海
道
の
道
路
行
政
の
卓
越
性
ぞ
顧
慮
す
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
が
、
山
陽
道
に
於
る
早
馬
制
度
と
い
う
駅
制
上
の
不
完
全

陀
に
も
軽
視
し
が
た
い
も
の
が
あ
ろ
ろ
。

し
か
し
な
が
ら
古
代
駅
制
に
匹
敵
す
る
日
日
間
で
、
博
多
・
京
都
聞
の
交
通
の
実
現
し
た
事
実
は
や
は
り
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
御
家

な
い
。

入
、
荘
園
な
ど
の
負
担
に
よ
る
早
馬
制
度
が
相
当
効
果
的
で
あ
り
、
幕
府
の
存
立
や
、
幾
度
か
の
危
概
の
兎
肢
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
疑

註
ハ
一
）

註
〈
一
一
）

註
全
一
）

註
（
問
）

註
（
五
山

註
（
六
）

訟
（
七
）

以
上
武
雄
神
社
文
書
、
延
時
文
書
外

グ
勘
仲
記
d

十
一
月
六
口
五
口
隣
国
宝
記
d

一
附
収
日
木
ト
ハ
記
、
帝
王
編
年
記

坂
木
末
郎
博
士
、
上
代
駅
制
の
研
究
参
照

東
世
什
文
庫
所
蔵
原
水
勘
仲
記
、
龍
粛
氏
P

蒙
古
襲
来
d

一
五
八
頁
及
び
一
四
六
頁

弘
安
四
年
日
記
抄
一
代
要
記
相
田
一
一
郎
氏
蒙
古
襲
来
の
研
究
、
福
岡
県
史
上
〆
二
等
参
照

武
雄
神
社
文
書
・
都
甲
文
書
・
比
志
島
文
書
・
来
島
文
書

式
堆
神
社
交
量
一
・
大
川
文
書
・
延
時
文
書
・
都
市
文
書

..,_ 
/¥. 

鎌
倉
幕
府
の
東
海
道
に
於
け
る
駅
制
及
び
山
陽
道
の
早
馬
等
の
負
担
者
は
、
御
家
人
ま
た
は
社
寺
・
荘
園
な
ど
で
あ
っ
た
。

－
地
頭
な
ど
の
御
家
人
で
あ
っ
た
。
地
一
副
知
、
一
土
制
の
進
展
に
伴
い
、
人

し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
よ
り
人
馬
を
徴
発
し
、
照
制
や
符
川
与
す
る
も
の
ば
、

中

馬
の
徴
発
範
囲
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
御
家
人
の
駅
制
や
早
馬
制
度
の
上
に
果
に
す
負
担
面
や
管
理
面
の
役
割
は
依
然
と
し
て
走
大
で

九
五
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あ
る
。し

た
が
っ
て
、
幕
府
が
守
護
・
地
頭
等
御
家
人
に
対
し
絶
対
的
な
支
配
力
を
有
し
、

か
つ
両
者
の
主
従
的
紐
帯
が
強
靭
な
間
は
、
駅
制
運
用

上
の
支
障
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
鎌
倉
中
期
以
降
、
文
永
＠
弘
安
役
後
の
恩
賞
へ
の
不
満
、
貨
幣
経
済
の
、
浸
潤
に
よ
る
御
家
人
の
窮
乏
と
、
反
幕
府
派
の
勢
力
拾
頭

な
ど
に
よ
り
、
鎌
倉
末
期
に
於
て
、
幕
府
の
御
家
人
に
対
す
る
統
制
力
に
弛
緩
の
傾
向
の
生
じ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ

の
守
護
・
地
頭
に
対
す
る
統
制
力
の
弛
緩
が
、
駅
の
運
用
を
困
難
に
し
、
幕
府
使
節
・
飛
脚
の
交
通
に
支
障
ぞ
与
え
た
こ
と
も
、
十
分
考
慮
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
に
文
保
二
年
、
鎮
西
探
題
の
こ
と
に
関
し
、
鎌
倉
か
ら
派
遣
し
た
使
者
に
対
し
、
路
次
の
地
頭
・
御
家
人
な
ど
が
過

雪
信
用
い
な
い
為
に
、
幕
府
で
は
、
こ
れ
を
厳
重
に
叱
責
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
（
拡
散
）
こ
の
過
書
が
単
な
る
関
所
手
形
で
な
く
、
元
弘
三
年

尊
氏
が
発
し
た
過
書
や
六
波
羅
に
見
ら
れ
る
宿
次
過
書
奉
行
等
と
同
様
、
駅
制
上
の
早
馬
徴
課
文
書
を
指
す
こ
と
は
あ
や
ま
り
な
い
。

か
く
の
如
く
、
鎌
倉
幕
府
の
末
期
に
於
て
、
駅
制
上
に
混
乱
が
現
出
し
、
幕
府
の
公
的
交
通
の
潤
滑
な
運
行
を
妨
げ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し

か
し
、

こ
れ
と
て
も
、
必
ず
し
も
一
般
的
な
傾
向
と
は
看
倣
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
諸
般
の
情
勢
が
、

一
部
の
御
家
人
を
し
て
、
幕

府
か
ら
離
反
の
傾
向
を
辿
ら
し
め
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か

υな
が
ら
幕
府
の
御
家
人
に
対
す
る
態
度
は
、

！

、

こ

戸

一

）

、

力
を
強
化
し
て
、
御
家
人
の
策
室
を
封
し
て
し

T

元
弘
の
変
以
ず
に
於
て
、
き
わ
め
て
少
数
の
例
外
を
除
き
、
御
家
人
の
幕
府
に
対
す
る
反

そ
れ
程
弱
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
一
市

一
般
に
峻
肢
を
き
わ
め
、
統
制

抗
運
動
の
表
面
化
し
な
か
っ
た
の
も
、
幕
府
の
御
家
人
に
対
す
る
統
制
力
が
、
そ
の
末
期
に
至
る
ま
で
、

す
も
の
で
あ
ろ
う
ο

更
に
こ
こ
に
駅
制
並
に
早
馬
制
度
の
設
置
さ
れ
た
東
海
道
並
に
西
国
山
陽
道
に
於
げ
る
、
駅
制
の
管
掌
者
と
み
ら
れ
る
守
護
の
配
置
図
を
一

べ
つ
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

東
海
道
は
も
と
も
と
幕
府
の
強
い
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
末
期
守
護
は
三
河
一
国
を
除
き
全
て
北
条
氏
一
門
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い



る
。
更
に
西
国
山
陽
道
に
も
そ
の
傾
向
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、
文
永
の
末
年
か
ら
建
治
頃
に
か
け
て
、
幕
府
は
筑
後
な

εと
共
に
、
長
門
・
周
防
の

守
護
私
一
交
迭
し
て
、
こ
れ
与
北
条
氏
一
門
に
宛
て
、
ま
た
文
、
氷
以
降
の
鎌
倉
末
期
に
お
い
て
、
播
磨
・
備
中
・
安
芸
等
の
守
護
職
も
ま
た
北
条

氏
及
び
そ
の
一
門
の
手
中
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
筑
前
守
護
を
兼
ね
る
鎮
西
探
題
が
ま
た
北
条
氏
一
円
で
あ
る
こ
と
は
賛
言
を
要
し
な
い
。
）

か
く
の
如
く
東
海
道
の
外
、
山
陽
道
並
に
筑
前
な
ど
大
半
の
守
護
を
北
条
民
一
門
に
よ
っ
て
占
有
し
た
こ
と
は
、
主
心
し
て
予
想
さ
る
べ
き

豪
古
の
再
襲
来
へ
の
軍
事
的
布
石
と
看
倣
さ
れ
る
が
、
か
か
る
東
海
道
並
に
山
陽
近
の
北
条
民
一
円
に
よ
る
守
護
配
置
が
、
択
制
並
に
早
馬
制

度
の
維
持
に
、
効
呆
的
で
め
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
き
東
海
道
及
び
両
国
に
於
げ
る
守
護
の
配
置
や
、

一
般
的
な
御
家
人
に
対
す
る
幕
府
の
強
い
統
制
力
が
、
そ
の
滅
亡
ま
で
、
駅
制

並
に
早
馬
制
度
を
存
続
せ
し
め
、
通
信
の
迅
速
な
交
換
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

元
弘
三
年
北
条
民
の
誠
亡
直
後
、
日
比
利
碍
民
ば
東
海
道
の
路
次
な
ら
び
に
宿
々
に
禁
制
を
下
し
、
過
書
な
く
し
て
早
馬
と
号
し
宿
々
に
雑
事

を
課
す
る
を
取
締
っ
た
が
（
一
説
家
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
束
海
道
駅
制
の
幕
府
滅
亡
ま
で
の
存
続
が
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
文
京
海
道
以
外

山
陽
道
の
早
馬
も
、
そ
の
末
期
に
至
る
ま
で
守
護
の
協
力
に
よ
っ
て
、
幕
府
と
御
家
人
と
の
緊
密
な
連
絡
を
可
能
な
ら
じ
め
た
こ
と
は
、
先
述
し

た
如
く
永
仁
－

E
中
の
頃
、
常
に
鎌
倉
・
博
多
同
十
日
前
後
の
迅
速
さ
で
連
絡
じ
た
事
実
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
よ
り
、
駅
制
を
必
要
と
す
る
権
力
は
消
滅
し
、
東
海
道
の
択
制
、
山
陽
道
の
早
馬
制
度
を
実
質
的
に
崩
壊
せ
し
め
、
御

家
人
、
荘
園
は
か
か
る
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
間
も
な
く
建
武
中
聞
は
失
敗
し
、
南
北
両
朝
対
立
五
十
余
年
の

混
沌
と
し
た
世
情
が
現
出
す
る
。

足
利
尊
民
は
本
拠
を
東
国
に
置
く
と
共
に
、

貴
闘
の
形
勢
の
重
大
性
を
察
し
、

鎌
主
に
弟
直
義
を
派
し
て
、

こ
れ
に
備
え
し
め
た
の
で
あ

る
。
従
っ
て
鎌
倉
と
京
都
と
を
結
ぶ
東
海
道
の
重
要
性
は
、
足
利
氏
に
と
っ
て
も
、
決
し
て
前
代
に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

Q

し

た
が
っ
て
、
足
利
氏
も
ま
た
東
海
道
の
駅
制
の
必
要
性
を
十
分
痛
感
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
駅
制
成
立
の
前
提
条
件
と
し
亡

中
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は
、
駅
制
の
基
地
で
あ
る
道
路
・
街
道
の
支
配
が
必
要
で
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら
当
時
の
全
国
的
な
争
乱
の
状
態
に
於
い
て
は
、
長
い
東
海
道

の
強
固
な
支
配
は
、
足
利
氏
に
到
底
希
め
る
も
の
で
は
な
い
。

や
が
て
南
北
両
朝
の
合
一
に
よ
り
、
幕
府
の
基
礎
は
一
応
安
定
す
る
に
至
っ
た

も
の
の
、
幕
府
の
勢
威
は
、
鎌
倉
幕
府
に
比
レ
、
格
段
に
劣
勢
で
、
守
護
を
中
軸
と
す
る
地
方
武
士
の
強
権
に
妨
げ
ら
れ
、
幕
府
政
治
力
の
地

方
へ
の
浸
透
力
ば
、
著
し
く
脆
弱
で
あ
っ
た
。

そ
の
最
山
崎
期
に
於
て
す
ら
、
幕
府
の
完
全
な
支
配
圏
は
京
都
を
巾
心
と
す
る
数
国
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
以
外
は
、
守
護
大
名
の
手
に
掌
握
さ
れ

て
い
た
が
、
や
が
て
守
護
領
国
制
の
進
展
に
伴
い
、
幕
府
勢
力
は
い
よ
い
よ
後
退
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
幕
府
に
と
り
、
東
海

道
や
山
陽
道
そ
の
他
は
全
く
支
配
圏
外
に
あ
り
、
そ
の
為
、
関
東
公
方
ゃ
、
九
州
探
題
と
の
聯
絡
を
迅
速
な
ら
し
む
る
駅
制
を
組
織
す
る
こ
と

は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。

古
代
中
期
以
来
久
し
く
断
絶
し
て
い
た
駅
剖
は
、
鎌
倉
幕
府
の
手
に
よ
り
復
活
し
た
の
で
め
っ
た
が
、

ζ

こ
に
幕
府
の
滅
亡
と
共
に
再
び
崩

壊
し
、

そ
の
後
戦
国
時
代
の
駅
制
出
現
ま
で
、
わ
が
国
、
駅
制
史
上
の
空
白
時
代
が
暫
く
続
く
の
で
あ
る
。

註
（
一
）

註
（
二
〉

か
つ
て
佐
藤
進
一
氏
よ
り
教
示
を
得
た
も
の
で
あ
る

以
上
佐
藤
准
一
氏
‘
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
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The Station system in the Japanese Middle Ages 

Tsunezo Shinjo 

The staticn system of the KamaKura Shogunate was established 

firstly over the Tokaido OIHfa~) Highway just after the formation of 

the Shogunate government, and, later extended to the highway between 

kyoto (~$) and Hakata ( t-f ~) after the Mongol invasion. This station 

system helped to strengthen the power of the Shogunate by making the 

correspondence between the Shogunate government and the local distri

cts rapid. This article tried to discuss mainly the organizational structure, 

effects and bearers of the station system in medieval Japan. 




